
平成 
19年 

9
1

No.1145
毎月１日・15日発行�

発行／流 　 山 　 市 
編集／秘書広報課 納税・納付は便利な口座振替で�

●国民健康保険料（第４期） 
●介護保険料（第４期） 

流山市のホームページアドレス 
http://www.city.nagareyama.chiba.jp/

〒270－0192 千葉県流山市平和台1－1－1
 0 4 － 7 1 5 8 － 1 1 1 1� （  代  表  ）  /

防災行政無線で夕方流れる「家路」のメロディーが、今日から午後５時に流れます
□問 安心安全課�７１５０－６３１２

地域防災計画（素案）の構成と内容

　

市
で
は
、
地
域
の
防
災

に
関
す
る
計
画
と
し
て
、

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ

き
、
流
山
市
地
域
防
災
計

画
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
見
直
し
は
、
中

央
防
災
会
議
「
首
都
直
下

地
震
対
策
専
門
調
査
会
」

が
公
表
し
た
首
都
直
下
地

震
の
被
害
想
定
な
ど
を
前

提
と
し
て
、
既
存
資
料
を

活
用
し
た
被
害
想
定
調
査

を
行
う
と
と
も
に
、
新
潟

県
中
越
地
震
や
新
潟
・
福

島
豪
雨
災
害
等
の
教
訓
や

近
年
に
お
け
る
防
災
対
策

の
動
向
を
踏
ま
え
、
よ
り

実
践
的
か
つ
効
果
的
な
計

画
と
す
る
た
め
、
現
行
の

流
山
市
地
域
防
災
計
画
を

修
正
す
る
も
の
で
す
。

�
　

「
震
災
編
」、「
風
水
害

編
」、「
大
規
模
事
故
編
」

の
３
編
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
（
別
表
参
照
）。

�
　

新
た
に
減
災
目
標
を
定

計
画（
素
案
）の
体
系

主
な
修
正
内
容

め
る
こ
と
と
し
、
今
後　
１０

年
間
で
「
東
京
湾
北
部
地

震
（
Ｍ
７
・
３
）」
お
よ
び

「
茨
城
県
南
部
地
震
（
Ｍ

７
・
３
）」
が
発
生
し
た
場

合
に
お
け
る
死
者
数
を
半

減
す
る
目
標
設
定
を
掲
げ

ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
災
害
予

防
と
し
て
、
平
成　

年
度

２７

減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減減
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目目
標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標標
ななななななななななななななななななななななななななななななななな
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ををををををををををををををををををををををををををををををををを
新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
ににににににににににににににににににににににににににににににににに
設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設設
定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

素
案
に
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

流山市地域
防災計画

　

７
月　

日
に
新
潟
県
中
越
地
方
を
中
心
に
大
き
な
被
害

１６

を
も
た
ら
し
た
新
潟
県
中
越
沖
地
震
。
最
大
震
度
６
強
の

激
し
い
揺
れ
を
起
こ
し
、
多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
こ
の

地
震
は
、
突
然
起
こ
る
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を
改
め
て
私
た

ち
に
見
せ
つ
け
ま
し
た
。
復
旧
や
被
災
者
支
援
な
ど
多
く

の
課
題
が
見
ら
れ
た
中
越
沖
地
震
で
す
が
、
新
潟
県
の
職

員
招
集
や
自
衛
隊
派
遣
要
請
な
ど
の
初
動
は
、
平
成　

年
１６

の
中
越
地
震
の
経
験
が
活
か
さ
れ
迅
速
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
震
に
限
ら
ず
風
水
害
や
大
規
模
火
災
な
ど
、
い
つ
起
こ

る
か
分
か
ら
な
い
災
害
に
は
、
普
段
か
ら
の
準
備
と
心
掛

け
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
示
し
て
い
ま
す
。市
で
は
、

災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
き
流
山
市
地
域
防
災
計
画
を
定

め
て
い
ま
す
が
、
近
年
、
各
地
で
起
こ
っ
た
災
害
の
教
訓

や
防
災
対
策
の
動
向
を
踏
ま
え
、
今
回
さ
ら
に
実
践
的
か

つ
効
果
的
な
計
画
と
す
る
た
め
、
計
画
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。

ま
で
に
市
内
全
体
の
建
築

物
の
耐
震
化
率
を　

％
と

９０

す
る
目
標
設
定
や
、
災
害

時
要
援
護
者
の
避
難
支
援

体
制
の
確
立
、
防
災
用
備

蓄
の
推
進
な
ど
を
見
直
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
応
急
対
策

と
し
て
、
災
害
対
策
本
部

と
水
防
本
部
を
共
通
の
体

制
・
指
揮
系
統
と
す
る
災

害
応
急
活
動
体
制
の
整
備

や
、
要
援
護
者
の
た
め
の

福
祉
避
難
所
確
保
、
被
災

宅
地
の
円
滑
な
復
旧
や
二

次
災
害
軽
減
・
防
止
を
目

的
と
し
た
被
災
建
築
物
の

応
急
危
険
度
判
定
実
施
体

制
整
備
な
ど
を
定
め
ま
し

た
。

�
　

流
山
市
地
域
防
災
計
画

（
素
案
）
に
対
す
る
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　

任
意
様
式
に
、
素
案
に

意
見
募
集

対
す
る
意
見
、
住
所
、
氏

名
を
明
記
の
上
、
９
月　
３０

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
９
２
流
山
市

役
所
安
心
安
全
課
ま
で
郵

送
ま
た
は
持
参
。
フ
ァ
ッ

se
ik
a

ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（  
  
 
 

tu
an
zen
@
city
.n
ag
a

  
  
   
 
    
  
  
  

re
y
a
m
a
.ch
ib
a
.jp

  
 
 
 
 
   
  
 
   

）で

の
提
出
も
可
。

　

な
お
、
素
案
は
市
役
所

安
心
安
全
課
、各
出
張
所
、

公
民
館
お
よ
び
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
等

は
、
計
画
策
定
に
当
た
り

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
意
見
に
対
す
る
市
の
見

解
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
公
表
し
ま
す
。
な
お
、

個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

安
心
安
全
課
�
７
１

５
０
―
６
３
１
２
／
�
７

１
５
０
―
３
３
０
９

　

８
月　

日
、
西
初
石
小

２６

学
校
で
総
合
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
、
周
辺　

自
治
会

１３

の
方
々
な
ど
約
６
２
０
人

が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加

者
に
よ
る
初
期
消
火
訓
練

や
、
起
震
車
や
梯
子
車
の

乗
車
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ

り
、
参
加
者
は
普
段
か
ら

の
心
構
え
に
つ
い
て
再
確

認
し
て
い
ま
し
た
＝
写
真
。

市
で
は
、
非
常
時
に
飲
料

水
を
直
接
配
給
で
き
る
水

リ
ュ
ッ
ク
を
全
世
帯
分
用

意
す
る
な
ど
の
災
害
対
策

を
進
め
て
い
ま
す
。

　毎年好評のガレージセールの出店者を募集します。
　ガレージセールは、ごみの減量や資源の有効活用の一環として、
出店者が自分で品物を持ち込み、値段を決めて販売します。
　今年も環境シンポジウムの開催に合わせ、１０月２１日にほっとプラ
ザ下花輪の多目的広場で開催します。
　▽日時＝１０月２１日�１０時～１５時※荒天中止▽場所＝ほっとプラザ
下花輪▽出店資格＝市内在住者※商業者の出店不可▽募集出店数＝
４３店（多数抽選）▽区画＝１区画約３ｍ×７ｍ、車出店▽出店料＝
無料▽出品できるもの＝書籍、衣類、おもちゃ、電化製品等の日常
生活用品※食料品や動物は不可▽申し込み＝官製ハガキに「ガレー
ジセール出店希望」、住所、氏名（ふりがな）、電話番号を明記の上、
９月１２日（必着）までに、〒２７０―０１７４流山市下花輪１９１リサイクル
推進課へ（当選者のみ申請書等を９月下旬に郵送）※重複申し込み
不可
　□問 リサイクル推進課�７１５７―８２５０

災害救援ボランティア講座（全４回）
　▽期日＝１０月１０日�・１１日�・１２日�、１１月３日�▽
場所＝千葉市消防局、県消防学校など（千葉市）▽対象
／定員＝県内在住・在勤で災害時に救援ボランティア活
動を希望する方／４０人（先着順）▽内容＝実践的な防災
の基礎知識と応急手当を学びます▽参加費＝１３,９００円（学
生９,９００円）※申し込み方法など詳細は問い合わせを
　□問 災害救援ボランティア推進委員会事務局�０３―３５８４
―４０８５
 

　防災行政無線放送
子どもたちへの見守りを呼び掛け　

　今日９月１日から、毎日午後３時に防災行政無線放送
を利用し、子どもたちへの見守りを広く市民の皆さんに
呼び掛けます。皆さんのご協力をお願いします。
　□問 生涯学習課�７１５０―６１０６／安心安全課�７１５０―６３１２

市議会
第３回定例会
２５議案を審議中

　

平
成　

年
市
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、

１９

８
月　

日
に
開
会
さ
れ
ま
し
た
。
当
初
提

３０

案
さ
れ
た
議
案
は
、
平
成　

年
度
の
一
般

１９

会
計
補
正
予
算
や
平
成　

年
度
の
各
会
計

１８

の
決
算
認
定
、
流
山
市
安
心
安
全
な
ま
ち

づ
く
り
の
推
進
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
な
ど　

件
で
す
。

２５

主　な　内　容構　　成
地震による被害想定や、市および防災関
係機関等が震災に対して処理すべき業務
の大綱等を定めています

第１章　総則

震災編

「訓練及び防災知識の普及計画」や「災
害時要援護者の安全確保対策」など９節
から構成されます

第２章
　災害予防計画

「災害応急活動体制」や「救援計画」、
「公的住宅等の提供及び住宅の応急修理
計画」など１５節から構成されます

第３章
　災害応急対策
　計画

「民生安定のための緊急措置計画」や
「生活関連施設等の復旧計画」など３節
から構成されます

第４章
　災害復旧計画

東海地震の警戒宣言が発せられた場合の、
市、防災関係機関、住民および事業者が
執るべき措置等を定めています

東海地震に係る
周辺地域として
の対応計画

附編

風水害等の対策の基本方針、市および防
災関係機関等が処理すべき業務の大綱等
を定めています

第１章　総則

風水害編

「水害予防計画」、「風害予防計画」、「火
災予防計画」など１２節から構成されます

第２章
　災害予防計画

「災害応急活動体制」や「消防・救助救
急・水防・危険物等対策の計画」、「生活
関連施設等の応急復旧計画」など１５節か
ら構成されます

第３章
　災害応急対策
　計画

「民生安定のための緊急措置計画」や
「生活関連施設等の復旧計画」など３節
から構成されます

第４章
　災害復旧計画

大規模火災、鉄道災害、道路災害等の事
故災害特有の基本方針、予防計画、応急
対策計画について、市および防災関係機
関等が執るべき措置等を定めています

第１章　総則
大規模
事故編

第２章
　大規模事故
　対策計画

ガレージセールの出店者を募集
応募は９月１２日までに

Mac11 Title:広報ながれやま09/01号P1-3 Page:1  Date: 2007/08/29 Wed 17:04:11



平成１９年９月１日（土曜日）　　　（　）２第１１４５号

　

市
内
に
は
、
高
齢
者
が

い
つ
ま
で
も
安
心
し
て
在

宅
で
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
中
心

と
な
る
機
関
と
し
て
、
４

つ
の
「
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
」
が
あ
り
ま
す

（
図
参
照
）。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
に
は
、
保
健
師
や
看
護

師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
社
会
福
祉
士
と
い
っ

た
専
門
職
が
配
置
さ
れ
、

介
護
や
福
祉
に
関
す
る
地

域
の
方
の
相
談
に
応
じ
た

り
、
介
護
予
防
プ
ラ
ン
作

成
の
お
手
伝
い
を
す
る
な

ど
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共

に
高
齢
者
を
支
え
る
地
域

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
成
年
後
見
や
虐
待

防
止
な
ど
、
高
齢
者
の
権

利
を
守
る
取
り
組
み
な
ど

も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
し
た
い
が
方
法
が
分
か

ら
な
い
」、「
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
ほ
ど
で
は

な
い
が
生
活
に
不
安
が
あ

る
」、「
い
つ
ま
で
も
元
気

に
暮
ら
し
た
い
」、「
最
近
、

も
の
忘
れ
が
心
配
に
な
っ

て
き
た
」、「
お
金
の
管
理
、

契
約
な
ど
に
不
安
が
出
て

　

「
遺
児
等
手
当
」
の
受

給
資
格
の
あ
る
世
帯
に
、

年
１
回
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
現
況
届
を
、

９
月
３
日
か
ら
９
月　

日
２８

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　

こ
の
手
当
は
、
両
親
の

い
ず
れ
か
が
亡
く
な
ら
れ

た
り
、
一
定
の
障
害
を
持

っ
て
い
る
①　

歳
未
満
の

１６

児
童
②　

歳
以
上　

歳
未

１６

２０

満
で
一
定
の
障
害
の
あ
る

児
童
を
監
護
ま
た
は
養
育

し
て
い
る
方
に
、
児
童
福

祉
の
向
上
を
目
的
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
す
（
所
得

に
よ
る
支
給
制
限
あ
り
）。

　

該
当
世
帯
に
は
、
す
で

に
現
況
届
の
用
紙
を
郵
送

し
て
い
ま
す
が
、
期
限
内

に
届
け
出
が
な
い
場
合
、

手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
な
お
、
同
手
当
の

新
規
申
し
込
み
は
、
随
時

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

□問
 

子
ど
も
家
庭
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
２

遺
児
等
手
当
の
現
況
届

　

日
ま
で
に
提
出
を

２８
地地地地地地地地地地地地地地
域域域域域域域域域域域域域域
のののののののののののののの
総総総総総総総総総総総総総総
合合合合合合合合合合合合合合

地
域
の
総
合
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
相
談
窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓窓
口口口口口口口口口口口口口口
窓
口

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を

き
た
」、「
近
所
に
ひ
と
り

暮
ら
し
の
高
齢
者
が
い
て
、

気
に
な
っ
て
い
る
」な
ど
、

介
護
や
福
祉
の
こ
と
で
お

悩
み
の
際
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
市
が
委
託
し
た

法
人
（
社
会
福
祉
法
人
３

団
体
、医
療
法
人
１
団
体
）

が
、
公
正
・
中
立
な
立
場

で
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す

　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
５
３
１

　

介
護
支
援
課
で
は
、
高

齢
者
や
そ
の
家
族
の
介
護

に
関
す
る
悩
み
や
心
配
事
、

そ
の
ほ
か
健
康
や
福
祉
に

関
す
る
相
談
窓
口
と
し
て
、

「
高
齢
者
介
護
・
看
護
・

な
ん
で
も
電
話
相
談
（
�

７
１
５
９
―
６
６
３
３
）」

を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
と
同
様
に
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

助
言
者
（
認
知
症
の
人

と
家
族
の
会
・
千
葉
県
支

部
世
話
人
）、介
護
に
関
わ

る
市
職
員
な
ど
を
交
え
て

の
座
談
会
で
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１２

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
ほ

１０

１２

っ
と
プ
ラ
ザ
下
花
輪
▽
対

象
＝
認
知
症
の
家
族
を
介

護
し
て
い
る
方
な
ど
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
電
話
で
介
護
支
援
課
へ

　

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

を
　

□問
 

介
護
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
５
３
１

　

市
で
は
、
今
年
新
築
や

増
改
築
が
完
了
し
た
家
屋

を
中
心
に
、
９
月
４
日
ご

ろ
か
ら
９
月
末
ご
ろ
ま
で

家
屋
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
固
定
資

産
税
の
基
礎
と
な
る
家
屋

（
住
宅
や
店
舗
、
工
場
、

物
置
、
車
庫
な
ど
）
の
評

価
額
を
算
定
す
る
た
め
、

家
屋
の
構
造
や
各
部
分 

（
屋
根
、
基
礎
、
柱
、
内

外
壁
な
ど
）
の
使
用
材
料

と
仕
上
げ
状
況
、
設
備
な

ど
を
、
資
産
税
課
の
調
査

員
（
固
定
資
産
評
価
補
助

員
）
が
伺
い
、
調
べ
る
も

の
で
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
家
屋

の
所
有
者
に
は
、
あ
ら
か

じ
め
調
査
員
が
お
伺
い
し
、

日
程
調
整
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
の
で
、
調
査
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
家
屋
を
取
り
壊

し
た
場
合
は
、
調
査
時
に

調
査
員
に
告
げ
る
か
、
資

産
税
課
へ「
家
屋
滅
失
届
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

資
産
税
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
４

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

固
定
資
産
税
の
評
価
額
算
定

　

特
別
給
付
金
の
最
終
償

還
を
迎
え
た
戦
没
者
な
ど

の
妻
お
よ
び
父
母
の
方
に
、

改
め
て
特
別
給
付
金
が
支

給
さ
れ
ま
す
。

　

【
対
象
と
な
る
方
】

　

①
第　

回
特
別
給
付
金

１７

「
ぬ
号
」
国
債
ま
た
は
第

　

回
特
別
給
付
金「
ろ
号
」

２２国
債
を
受
け
ら
れ
た
戦
没

者
な
ど
の
妻
。

　

②
第　

回
特
別
給
付
金

１６

「
る
号
」
国
債
、
第　

回
１９

特
別
給
付
金
「
と
号
」
国

債
ま
た
は
第　

回
特
別
給

２１

付
金
「
ろ
号
」
国
債
を
受

け
ら
れ
た
戦
没
者
の
父
母
。

　

【
請
求
期
限
】

　

平
成　

年　

月
１
日

１９

１０

�
。

　

【
請
求
窓
口
】

　

市
社
会
福
祉
課
（
�
７

１
５
０
―
６
０
７
９
）。

　

□問
 

県
健
康
福
祉
指
導
課

�
０
４
３
―
２
２
３
―
２

３
４
６

戦没者などの妻、父母に
特別給付金を支給

請求期限は１０月１日

運河駅 

江戸川台駅 

初石駅 

豊四季駅 

国�道
�6号
�線� 

JR常
�磐�線
� 

東�
武�
野�
田�
線� 

常
�磐
�自
�動
�車
�道
�
 

流
�
山
�
電
�
鉄
� 

流山駅 

平和台駅 

流山おおたかの森駅�

流山セント�
ラルパーク駅�

流山セント�
ラルパーク駅�

鰭�ケ崎駅 

南
流
山
駅 

JR武�蔵�野�線� 

中部地域包括支援センター�
下花輪４０９�

（東葛病院内）�
�７１５０－２９５３�

常盤松・西初石中学校区に�
該当する地域の方を担当�

 

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス�

各地域抱括支援センターの案内図�

南部地域包括支援センター�
平和台２－１－２�

　（ケアセンター２階）�
�７１５９－９９８１�

南部・南流山中学校区に�
該当する地域の方を担当�

北部地域包括支援センター�
江戸川台東２－１９�

（旧江戸川台出張所）�
�７１５５－５３６６�

東深井・北部中学校区に�
該当する地域の方を担当�

東部地域包括支援センター�
野々下２－４８８－５�
（あざみ苑内）�
�７１４８－５６６５�

八木・東部中学校区に�
該当する地域の方を担当�

　

９
月
９
日
�
、
国
民
健

康
保
険
料
お
よ
び
介
護
保

険
料
の
「
休
日
納
付
相
談

会
」
を
開
き
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
料
を
滞

納
す
る
と
、
有
効
期
限
の

短
い「
短
期
被
保
険
者
証
」

や
、
病
院
に
か
か
る
際
の

自
己
負
担
額
が　

割
に
な

１０

る
「
被
保
険
者
資
格
証
明

書
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
納
付
相
談
が
な
く

滞
納
が
続
い
た
場
合
は
、

所
有
の
財
産
等
を
差
し
押

さ
え
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
未
納
が

続
く
と
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
料
を
、
い
っ
た
ん
全

額
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
は
、
必
ず
納
付
相
談

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
休
日
納
付
相
談
会
】

　

▽
日
時
＝
９
月
９
日
�

９
時
〜　

時　

分
▽
場
所

１６

３０

＝
市
役
所
国
保
年
金
課

　

※
納
付
相
談
は
、
平
日

も
国
保
年
金
課
で
随
時
お

受
け
し
て
い
ま
す

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７
／
介
護

支
援
課
�
７
１
５
０
―
６

５
３
１

国民健康保険料・介護保険料

９日�に休日納付相談会
納付が困難な方はご相談を

市
役
所
第
１
庁
舎
階
段

ア
ス
ベ
ス
ト
の
除
去
工
事

　

こ
の
ほ
ど
、
市
役
所
第

１
庁
舎
東
側
階
段
お
よ
び

西
側
階
段
の
各
天
井
部
の

仕
上
げ
材
に
、
ア
ス
ベ
ス

ト
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
市
役
所
利
用

者
等
の
健
康
と
安
全
確
保

を
図
る
た
め
、
次
の
と
お

り
ア
ス
ベ
ス
ト
除
去
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
工
事
期

間
中
は
、
皆
さ
ま
に
大
変

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
ア
ス
ベ
ス
ト
の

飛
散
分
析
調
査
を
行
い
ま

し
た
が
、
飛
散
は
し
て
い

な
い
と
の
調
査
結
果
が
出

て
い
ま
す
。

　

▽
工
事
期
間
＝
９
月
上

旬
〜
９
月
末
▽
工
事
箇
所

＝
別
図
の
と
お
り
※
西
側

階
段
は
１
階
〜
３
階
の
天

井
部
分
、
東
側
階
段
は
１

階
〜
４
階
の
天
井
部
分
を

介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護・・・・・・・・・・・・・・福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉介護・福祉

高
齢
者
介
護
・
看
護
・

な
ん
で
も
電
話
相
談

認
知
症
の
方
を
抱
え
る

家
族
の
会「
コ
ス
モ
ス

の
会
」

市役所庁舎配置図（１階）�

第１庁舎� 第2庁舎�

更
衣
室�

給
湯
室�

給
湯
室�

更
衣
室�

事
務
室�

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー�

ト
イ
レ�

ト
イ
レ�ト

イ
レ�

機
械
室�

受付�

西側階段�

書　庫�

軽食喫茶�
アモール�

玄関�

玄関� 玄関�

授乳室�

更衣室�

コピー室�

守衛室�機械室�

更
衣
室�

階
段�

⑪� ⑭�

⑨� ⑫�

⑩� ⑬�

子ども�
家庭課�

保育課�

介護�
支援課�

障害者�
支援課�

高齢者�
生きがい�
推進課�

社会�
福祉課�

情報公開�
コーナー�

消費生活センター�

受付�

授乳室�

コピー室�

情報公開�
コーナー�

消費生活センター�

受付�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー�

エ
レ
ベ
ー
タ
ー�

銀
　
行�

⑤
会
　
計
　
課�

⑥
税
　
制
　
課�

⑦
資
産
税
課�

⑧
市
民
税
課�

①
市
　
民
　
課�

②
国
保
年
金
課�

③
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課�

④
安
心
安
全
課�

東側階段�

工
事
し
ま
す

　

□問
 

管
材
課
�
７
１
５
０

―
６
０
６
９
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流山グリーン
チェーン戦略

ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
協
力

ま
ち
づ
く
り
な
ど
で
協
力

江
戸
川
学
園
と
協
定
書
交
わ
す

江
戸
川
学
園
と
協
定
書
交
わ
す

　

学
校
法
人
江
戸
川
学
園

と
市
で
は
、
相
互
発
展
の

た
め
教
育
や
ま
ち
づ
く
り

の
分
野
な
ど
で
、
互
い
に

協
力
し
て
い
く
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
８
月　

日
、

１７

市
役
所
で
江
戸
川
学
園
の

木
内
英
仁
理
事
長
と
井
崎

市
長
が
協
定
書
に
署
名
押

印
し
て
、
互
い
の
協
力
関

係
を
確
認
し
固
い
握
手
を

交
わ
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

今
後
は
、
生
涯
学
習
や

学
校
教
育
、
地
域
振
興
、

福
祉
・
環
境
問
題
な
ど
に

つ
い
て
相
互
に
協
力
し
て

い
き
ま
す
。
特
に
、
緑
を

つ
な
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
街

の
価
値
を
高
め
る
と
と
も

に
、
地
球
温
暖
化
防
止
に

も
つ
な
が
る
「
流
山
グ
リ

ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦
略
」
に

つ
い
て
は
、
同
学
園
の
持

つ
実
践
的
な
知
識
や
情
報

を
市
に
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
共
同
で
調
査
研
究
を

進
め
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

す
で
に
、
同
学
園
の
江

戸
川
大
学
と
は
平
成　

年
１７

に
図
書
館
利
用
に
つ
い
て

協
定
が
結
ば
れ
、
蔵
書　
２０

万
冊
の
大
学
図
書
館
が
市

民
に
無
料
開
放
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
抑
制
型
の
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
昨
年

か
ら
開
始
し
た
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
の
熱
環

境
調
査
に
つ
い
て
も
、
同

大
学
の
協
力
を
得
て
行
っ

て
い
ま
す
。

�
　

７
月
に
流
山
お
お
た
か

常
陽
銀
行
も
流
山
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
戦

略
を
支
援

の
森
駅
前
に
進
出
し
た
㈱

常
陽
銀
行
と
市
で
は
、
グ

リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン
認
定
に

関
わ
る
住
宅
金
利
優
遇
支

援
の
取
り
決
め
を
、
８
月

　

日
に
交
わ
し
ま
し
た
。

１０
　

こ
れ
は
、
市
が
進
め
る

流
山
グ
リ
ー
ン
チ
ェ
ー
ン

戦
略
を
受
け
て
、
そ
の
認

定
を
得
た
住
宅
に
は
市
内

の
金
融
機
関
が
住
宅
ロ
ー

ン
金
利
優
遇
の
支
援
を
行

う
と
い
う
制
度
で
す
。
す

で
に
、
市
内
の
Ｊ
Ａ
流
山

市
、
千
葉
銀
行
、
千
葉
興

業
銀
行
、
京
葉
銀
行
が
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

□問
 

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

�
７
１
５
０
―
６
０
９
０

　

今
月
３
日
か
ら
市
内　
１０

会
場
で
「
結
核
・
肺
が
ん

結
核
・
肺
が
ん
検
診

３
日
か
ら
市
内　

会
場
で
実
施

１０
検
診
」
を
行
い
ま
す
。

　

最
近
、
高
齢
者
の
間
で

結
核
に
か
か
る
方
が
増
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
肺
が

ん
は
早
期
発
見
・
治
療
が

大
切
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

▽
場
所
／
期
日
＝
別
表

参
照
▽
受
付
時
間
＝
９
時

　

分
〜　

時
、　

時　

分

３０

１１

１３

３０

〜　

時
▽
対
象
＝　

歳
以

１５

４０

上
の
市
民
▽
内
容
＝
胸
部

Ｘ
線
間
接
撮
影
（
無
料
）

※
問
診
結
果
に
よ
り
喀
痰

検
査
あ
り
（
自
己
負
担
額

３
０
０
円
）
▽
持
ち
物
＝

健
康
手
帳
▽
申
し
込
み
＝

当
日
直
接
会
場
へ
※
過
去

３
年
間
に
こ
の
検
診
を
受

診
さ
れ
た
方
に
は
、
受
診

票
を
送
付
し
て
い
ま
す

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

�
　

今
日
１
日
か
ら
「
大
腸

が
ん
検
診
」
を
、
今
月　
２５

日
か
ら
「
子
宮
が
ん
集
団

検
診
」
を
行
い
ま
す
。

�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������
�������

大
腸
が
ん
検
診

大
腸
が
ん
検
診

子
宮
が
ん
集
団
検
診

子
宮
が
ん
集
団
検
診

骨粗しょう症検診の登録を受け付け中　
　骨粗しょう症の検診を平成１９年１２月に実施します。
対象の方は申し込みを。
【対象年齢】
　３０歳の女性（昭和５２年４月２日～同５３年４月１日生）
　３５歳の女性（昭和４７年４月２日～同４８年４月１日生）
　４０歳の女性（昭和４２年４月２日～同４３年４月１日生）
　４５歳の女性（昭和３７年４月２日～同３８年４月１日生）
　５０歳の女性（昭和３２年４月２日～同３３年４月１日生）
　５５歳の女性（昭和２７年４月２日～同２８年４月１日生）
　６０歳の女性（昭和２２年４月２日～同２３年４月１日生）
　６５歳の女性（昭和１７年４月２日～同１８年４月１日生）
　７０歳の女性（昭和１２年４月２日～同１３年４月１日生）
【申し込み】
　ハガキに検診名、住所、氏名、生年月日、電話番号
を明記の上、〒２７０―０１２１流山市西初石４―１４３３―１
保健センターへ（ファックスも可）。
　□問 保健センター�７１５４―０３３１／�７１５５―５９４９

　

登
録
（
申
し
込
み
）
さ

れ
た
方
に
対
し
、
８
月
下

旬
に
受
診
票
を
送
付
し
ま

し
た
。
届
い
て
い
な
い
方

は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

①
大
腸
が
ん
検
診

　

市
内
の
指
定
医
療
機
関

で　

月
末
ま
で
に
受
診
し

１０
て
く
だ
さ
い
。

　

②
子
宮
が
ん
集
団
検
診

　

会
場
や
検
診
日
な
ど
は
、

受
診
票
で
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
子
宮
体
部

が
ん
検
診
は
、
集
団
検
診

で
は
実
施
し
ま
せ
ん
。

　

※
子
宮
が
ん
検
診
は
、

市
内
指
定
医
療
機
関
で
個

別
検
診
を
通
年
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
今
年
４
月
以

降
に
子
宮
が
ん
個
別
検
診

を
受
診
し
た
方
は
、
今
回

の
検
診
対
象
に
は
な
り
ま

せ
ん

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

東武バスイースト

市市市市市市市市市市市市市市役役役役役役役役役役役役役役所所所所所所所所所所所所所所入入入入入入入入入入入入入入口口口口口口口口口口口口口口ののののののののののののののババババババババババババババスススススススススススススス停停停停停停停停停停停停停停市役所入口のバス停

１１１１１１１１１１１１１１００００００００００００００日日日日日日日日日日日日日日かかかかかかかかかかかかかからららららららららららららら新新新新新新新新新新新新新新たたたたたたたたたたたたたたにににににににににににににに設設設設設設設設設設設設設設置置置置置置置置置置置置置置１０日から新たに設置

　

東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト
㈱

が
運
行
し
て
い
る
「
南
流

山
駅
〜
流
山
お
お
た
か
の

森
駅
入
口
・
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
」の
バ
ス
路
線
に
、

９
月　

日
�
か
ら
新
た
に

１０

『
流
山
市
役
所
入
口
』
バ

ス
停
が
設
置
さ
れ
ま
す

（
図
参
照
）。

　

バ
ス
停
か
ら
市
役
所
ま

で
約
２
６
０
㍍
。
南
流
山

駅
や
流
山
お
お
た
か
の
森

駅
方
面
か
ら
、
市
役
所
に

お
越
し
の
際
な
ど
に
便
利

で
す
。

　

□問
 

東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト

㈱
西
柏
営
業
事
務
所
�
７

１
４
６
―
０
９
５
５

至野田� 流山おおたかの森駅�
クリーンセンター�

京成バス�
「流山駅」�
　バス停�
�

「流山市役所�
  入口」バス停�
�

「流山市役所�
  入口」バス停�
�

流山平和台�
郵便局�

流山駅�

市役所� 至
柏�

方面�

平和台駅�
南流山駅�

東武バス�
イースト㈱の�
バス路線�方面�

至松戸�

総
武
流
山
電
鉄�

就業構造基本調査にご協力を　
　平成１９年就業構造基本調査が、１０月１日を基準日に全国一斉
に実施されます。この調査は、普段何か収入になる仕事をして
いるかどうかや、就業に関する希望などを明らかにする統計調
査です。
　調査結果は、国や地方公共団体が雇用政策や経済政策、就業
構造の現状分析などを行う上で貴重な基礎資料となります。
　調査員が伺います
　現在、調査の対象となった地域に準備調査として調査員が伺
っています。準備調査の結果、調査対象に選ばれた世帯の方に
は、９月下旬から調査票を配布しますので、ご協力をお願いし
ます。
　かたり調査にご注意を
　調査員は、「調査員証」を携行しています。調査票の受け渡し
の際は必ずご確認ください。何か疑問を感じたら、すぐに市役
所企画政策課までご連絡ください。
　□問 企画政策課�７１５０－６０６４

　

公
共
下
水
道
に
接
続
し

よ
う

　

き
れ
い
な
水
環
境
を
呼

び
戻
す
た
め
に
欠
か
せ
な

い
公
共
下
水
道
。
公
共
下

水
道
に
は
、
家
庭
か
ら
出

た
汚
れ
た
水
を
処
理
場
で

浄
化
し
、
川
や
海
に
戻
す

役
割
が
あ
り
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
こ
と
で
、
道
路
側
溝
に

は
雨
水
以
外
の
水
が
流
れ

な
く
な
る
た
め
、
ハ
エ
や

蚊
の
発
生
、
悪
臭
な
ど
も

防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
公
共
下
水
道

は
接
続
さ
れ
な
け
れ
ば
、

そ
の
機
能
を
発
揮
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
将
来

に
向
け
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
つ
く
る
た
め

に
も
、
公
共
下
水
道
の
供

用
開
始
区
域
（
使
用
で
き

る
区
域
）
に
お
住
ま
い
の

方
は
、
速
や
か
に
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

供
用
開
始
区
域
の
方
は

次
の
点
に
ご
注
意
を

　

①
公
共
下
水
道
供
用
開

始
の
日
か
ら
１
年
以
内

（
く
み
取
り
ト
イ
レ
は
３

年
以
内
）
に
、
公
共
下
水

道
に
接
続
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

②
建
物
の
新
築
、
増
改

築
を
す
る
場
合
、
公
共
下

水
道
に
接
続
し
な
い
と
建

築
確
認
が
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
。

　

③
公
共
下
水
道
に
接
続

す
る
際
の
宅
内
排
水
設
備

工
事
は
、
流
山
市
の
下
水

道
指
定
工
事
店
で
な
け
れ

ば
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
宅
内
の
排
水
設

備
工
事
は
個
人
で
負
担
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

工
事
費
用
の
助
成
制
度
と

し
て
、
金
融
機
関
へ
の
融

資
あ
っ
せ
ん
と
利
子
補
給

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

下
水
道
業
務
課
�
７

１
５
０
―
６
０
９
６

下水道排水設備工事責任技術者
資格期限が来年の方は更新手続きを忘れずに
　日本下水道協会千葉県支部「下水道排水設備工事責任技
術者」の資格有効期限が平成２０年３月３１日の方は、登録更
新の手続きが必要です。
【受付期間】９月５日�～９月２５日�
【申請書類】登録住所へ郵送
　※詳細は問い合わせを
　□問 下水道業務課�７１５０―６０９６

未来へつなぐ水環境未来へつなぐ水環境
９月１０日は９月１０日は　　　　

「下水道の日」「下水道の日」

結核・肺がん検診の期日と場所
場　　所

期　日
１３：３０～１５：００９：３０～１１：００
思井福祉会館市民総合体育館９月３日�

東部公民館　　４日�
保健センター　　５日�

保健センター文化会館　　６日�
保健センター南流山センター　　７日�

松ケ丘自治会館　　１０日�
江戸川台福祉会館　　１１日�

老人福祉センター北部公民館　　１２日�
南流山センター　　１３日�
保健センター　　１４日�

保健センター江戸川台福祉会館　　１８日�
文化会館保健センター　　１９日�

※今年度から東深井地区の会場が、東深井福祉会館から老人
　福祉センターに変更になりました
※今回は野々下福祉会館が利用できませんので、周辺地区の
　方は市民総合体育館や保健センター等をご利用ください
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平成１９年９月１日（土曜日）　　　（　）４

巡
っ
た
。
県
は
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、

農
村
青
年
の
意
識
改
革
の

拠
点
に
《
青
年
の
家
》
を

補
助
金
で
造
ら
せ
た
。

　

昭
和　

年
代
。第
２
次
、

３０

第
３
次
産
業
が
復
興
し
産

業
構
造
が
高
度
化
し
て
く

る
。
農
村
の
人
口
は
他
産

業
に
流
れ
、
村
は
《
三
ち

ゃ
ん
農
業
》
と
な
る
。
こ

れ
で
は
農
業
は
駄
目
に
な

る
と
い
う
の
で
昭
和　

年
３６

『
農
業
基
本
法
』が
成
立
。

適
地
適
作
と
い
う
形
で
各

地
区
の
特
産
物
作
り
を
推

奨
し
た
。
流
山
で
は
労
働

生
産
性
の
高
い
園
芸
野
菜

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（３０）�

村
ぐ
る
み
農
業
の
頃�

　

「
流
山
の
農
業
は
、
戦

前
の
も
の
を
引
き
継
い
で

い
て
、
作
物
は
米
麦
が
中

心
で
そ
の
間
に
サ
ツ
マ
イ

モ
な
ど
芋
類
と
、
大
豆
を

栽
培
し
た
。
大
豆
は
自
家

消
費
の
醤
油
や
味
噌
の
原

料
で
、
甘
藷
は
ア
ル
コ
ー

ル
の
原
料
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
し
た
」
と
、
秋
元

大
吉
郎
氏
は
、
戦
後
の
流

山
の
農
業
を
語
り
始
め
た
。

　

終
戦
後
は
、
国
民
が
皆

飢
え
て
い
て
食
料
増
産
が

至
上
命
令
。
そ
れ
と
農
地

解
放
に
よ
る
自
作
農
創
設

で
政
策
と
し
て
は
《
新
農

村
建
設
事
業
》
時
代
。

地
球
温
暖
化
を
防
ご
う

学
生
の
調
査
や
N
P
O
の
講
演
な
ど

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

農
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
６

市
展
入
賞
者 

作
品
を
展
示
中

　

第　

回
流
山
市
展
の
主

２８

な
受
賞
作
が
、９
月　

日
ま

２８

で
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。　
　

〈
敬
称
略
〉

　

▽
美
術
家
協
会
賞
＝
収

穫
（
洋
画
・
中
島
友
子
）

▽
市
展
賞
＝
時
（
洋
画
・

菊
池
公
子
）
▽
市
長
賞
＝

小
鳥
の
森
（
西
初
石
）（
洋

画
・
高
橋
貞
夫
）
▽
市
議

会
議
長
賞
＝
板
室
那
珂
川

（
洋
画
・
大
内
遼
一
）
▽

教
育
長
賞
＝
粉
引
壷
（
工

芸
・
梅
澤
知
弘
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

コ
ス
モ
ス
が 

見
頃
で
す　

　

新
川
耕
地
の
コ
ス
モ
ス

が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
こ

の
コ
ス
モ
ス
は
、
新
川
耕

地
の
景
観
を
高
め
、
自
然

環
境
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
市
が
N
P

O
さ
と
や
ま（
恵
良
好
敏
理

事
長
）
に
管
理
を
依
頼
し

て
い
る
も
の
。
咲
き
そ
ろ

っ
た
花
を
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ

く
た
め
、
摘
み
取
り
は
ご

　

高
校
生
や
大
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
８
月　
１５

日
・　

日
、
流
山
お
お
た

１６

か
の
森
駅
周
辺
や
流
山
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
周
辺

を
徒
歩
や
自
転
車
で
ま
わ

っ
て
温
度
環
境
の
変
化
な

ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
が
江

戸
川
大
学
社
会
学
部
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
惠
小
百

合
研
究
室
と
森
島
済
研
究

室
と
の
協
働
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ
る
都

市
部
の
高
温
化
が
問
題
と

な
る
中
、
今
後
、
こ
の
調

査
結
果
を
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
、環
境
省
の「
地

域
の
熱
環
境
改
善
構
想
」

適
用
第
１
号
の
認
定
を
受

け
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
環
境
の
つ

ど
い
「
ス
ト
ッ
プ
！
地
球

温
暖
化
」
が
、
８
月
４
日
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
２
５
０
人
が
温
暖
化

防
止
な
ど
を
考
え
ま
し
た
。

　

気
象
大
学
校
准
教
授
・

藤
田
茂
さ
ん
の
講
演
「
な

る
ほ
ど
・
ザ
・
地
球
温
暖

化
問
題
」
や
映
画
「
不
都

合
な
真
実
」
の
上
映
な
ど

が
行
わ
れ
、
夏
休
み
中
の

小
学
生
を
連
れ
た
親
子
な

ど
が
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、８
月　

日
に
は
、

１９

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
で
第
２
回
市
民
環

境
講
座
「
地
球
温
暖
化
と

市
民
生
活
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、温
暖
化
の
影

響
で
害
虫
が
北
上
し
、熱
帯

地
方
で
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介

す
る
怖
い
蚊
が
、
県
内
で

も
発
見
さ
れ
て
い
る
状
況

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月　

日
�　

３０

１３

時　

分
か
ら
生
涯
学
習
セ

３０
ン
タ
ー
で
環
境
と
健
康
フ

ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
支
援
交
流

協
会
流
山
支
部
（
�
７
１

５
９
―
４
９
５
４
）
が
主

催
す
る
も
の
で
、
江
戸
川

大
学
惠
教
授
の
「
環
境
か

ら
受
け
る
健
康
へ
の
影
響
」

と
題
し
た
講
演
会
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
柏
レ
イ
ソ
ル
流
山
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」が
、８

月　

日
、日
立
柏
グ
ラ
ウ
ン

２５
ド
で
行
わ
れ
抽
選
で
市
民

　

組
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

２５
　

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、

東
深
井
中
学
校
の
生
徒　
６３

人
に
よ
る
勇
壮
な
和
太
鼓

に
合
わ
せ
「
深
中
ソ
ー
ラ

ン
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。
深
中
ソ
ー
ラ
ン

に
は
、
レ
イ
ソ
ル
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

レ
イ
く
ん
も
参
加
し
、
両

チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や

選
手
か
ら
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

流
山
市
少
年
サ
ッ
カ
ー

連
盟
に
所
属
す
る
７
チ
ー

ム
か
ら　

人
の
子
ど
も
た

２１

ち
が
参
加
。
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
と
し
て
ピ
ッ
チ
の
周
り

で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト

で
は
流
山
市
観
光
協
会
特

設
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、

横
山
選
手
が
銅
メ
ダ
ル

全
国
高
校
総
体
ボ
ク
シ
ン
グ

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
の
ボ
ク
シ
ン
グ
・
ラ
イ

ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
で
銅
メ

ダ
ル
に
輝
い
た
流
山
高
校

３
年
・
横
山
拓
児
選
手
が

８
月
８
日
、
井
崎
市
長
を

訪
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

「
次
は
優
勝
を
目
指
し

ま
す
」
と
語
る
横
山
選
手

は
、
常
盤
松
中
学
校
時
代

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、

高
校
で
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始

め
ま
し
た
。流
山
高
校
は
、

昭
和　

年
に
ボ
ク
シ
ン
グ

４７

部
を
創
設
し
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
数

名
輩
出
し
て
い
る
名
門
校
。

８
月　

日
か
ら
は
同
校
と

１２

公
民
館
の
共
催
で
「
高
校

開
放
さ
わ
や
か
ボ
ク
シ
ン

グ
教
室
」
も
始
ま
り
、
９

月
か
ら
は
園
芸
講
座
も
行

わ
れ
る
な
ど
地
域
に
開
か

れ
た
高
校
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

深
中
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露

レ
イ
ソ
ル
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

先
着
３
０
０
人
に
流
山
市

ふ
る
さ
と
産
品
の
「
利
根

運
河
」
と
「
流
山
木
立
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
当
日
の
対
ジ

ェ
フ
千
葉
戦
は
、
１
対
０

で
レ
イ
ソ
ル
が
接
戦
を
制

し
ま
し
た
。

利根運河�

西深井小�

特別養護老人ホーム�

流山�
工業団地�

料金所�

至野田�

至松戸�

県
道
松
戸
野
田
線�

松
戸
野
田
有
料
道
路�

�

運河駅�

東
武
野
田
線�

病院�

コスモス畑�

賑
や
か
に
神
幸 

祭
と
万
灯
講

　

駒
木
の
諏
訪
神
社
で
８

月　

日
、
神
幸
祭
が
行
わ

２２
れ
ま
し
た
。

　

常
盤
松
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

お
神
輿
が
繰
り
出
し
、
境

内
に
は
宵
宮
が
並
び
、
賑

や
か
な
中
に
も
お
ご
そ
か

な
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
か
つ
て
は

諏
訪
神
社
と
同
じ
敷
地
内

に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

成
顕
寺
の
「
万
灯
講
」
も

行
わ
れ
ま
し
た
。 
纏 
を
振

ま
と
い

り
、
団
扇
太
鼓
を
叩
き
、

万
灯
行
列
が
練
り
歩
き
ま

し
た
。
神
社
近
く
で
は
、

お
神
輿
と
万
灯
行
列
が
す

れ
違
う
一
幕
も
見
ら
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

で
新
品
の
よ
う
に　

　

８
月
５
日
、
流
山
塗
装

工
業
会（
村
田
耕
一
会
長
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
っ
て
、
八
木
北
小
学
校

の
遊
具
が
き
れ
い
に
塗
り

替
え
ら
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　
　

人
の
塗
装
の
熟
練
者

１１
た
ち
は
、
作
業
の
準
備
を

手
際
よ
く
行
う
と
、
ま
ず

は
遊
具
に
付
着
し
た
さ
び

を
、
ヘ
ラ
な
ど
を
使
っ
て

念
入
り
に
落
と
し
ま
し
た
。

　

さ
び
が
落
ち
る
と
、
さ

び
止
め
の
下
塗
り
作
業
。

休
む
間
も
な
く
ペ
ン
キ
塗

り
の
作
業
と
、
強
い
日
差

し
の
中
、
額
か
ら
流
れ
る

大
粒
の
汗
も
気
に
せ
ず
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
黙
々
と

ペ
ン
キ
を
塗
り
続
け
ま
し

た
。ブ
ラ
ン
コ
や
登
り
棒
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
は
、

新
品
の
よ
う
な
輝
き
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。
設
立　
25

周
年
を
迎
え
る
同
会
の
塗

装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎

年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
今
夏
、
市

内
で
は
、
高
校
生
や
大
学
生
、
N
P

O
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」
に
つ
い
て

調
査
や
講
演
会
、
上
映
会
な
ど
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

日
、リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
周
辺
で

２３

（
多
数
抽
選
）
▽
コ
ー
ス

＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
周

辺
約
４
〜
５
㎞
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
、
代
表

者
の
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
９
月　

日
（
消
印
有

１０

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
５
流
山
市
三
輪
野

山
７
４
４
―
４
流
山
警
察

署
内
流
山
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
議
会
事
務
局
へ

　

□問
 

流
山
警
察
署
内
同
事

務
局
�
７
１
５
８
―
１
１

９
９

　

流
山
地
区
安
全
運
転
管

理
者
協
議
会
で
は
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
「
交
通
安
全
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
賞
の
ほ
か
豪
華

賞
品
も
多
数
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
を
。

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

２３

※
小
雨
決
行
▽
受
付
時
間

＝
８
時　

分
〜
９
時
▽
集

３０

合
場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
３
〜
４
人
で
構
成
し
た

チ
ー
ム
／
１
０
０
チ
ー
ム

（　）　　 第１１４５号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

絶
体
絶
命
の
危
機
と
地

球
へ
の
生
還
を
描
い
た
映

画「
ア
ポ
ロ　

」。
２
部
門

１３

で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞

し
た
名
作
だ
。
実
話
を
元

に
し
た
こ
の
映
画

で
、
ア
ポ
ロ　

号
１３

の
模
型
を
製
作
し

た
モ
デ
ル
メ
ー
カ

ー
の
北
村
眞
平
さ

ん
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
が
主
流
の
特
撮

映
画
も
そ
の
ベ
ー

ス
は
モ
デ
ル
メ
ー

カ
ー
の
精
巧
な
ミ

ニ
チ
ュ
ア
だ
。

「
大
人
に
な
っ
た

ら
ロ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
り
た

い
」
と
夢
見
た
プ
ラ
模
型

少
年
は
、
大
学
で
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
学
び

ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
渡
っ
た
。

そ
の
活
躍
は
、「
ボ
ク
の
ア

ポ
ロ
が
飛
ん
だ
日
」
と
し

て
漫
画
に
も
な
っ
た
。 

「
エ
ル
ム
街
の
悪
夢
４
」

の
モ
ン
ス
タ
ー
メ
ー
カ
ー

や
「
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
・
ト

ゥ
ル
ー
パ
ー
ズ
」
の
モ
デ

ル
メ
ー
カ
ー
な
ど
数
多
く

の
輝
か
し
い
実
績
を

淡
々
と
語
る
。
日
本

で
は
防
災
啓
発
映
画

も
製
作
し
た
。
防
災

映
画
も「
ア
ポ
ロ　

」
１３

も
、
そ
の
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
は
「
危
機
管

理
」。危
機
の
中
で
最

後
ま
で
諦
め
な
い
不

屈
の
精
神
を
持
つ
人

こ
そ
が
ヒ
ー
ロ
ー
だ

と
訴
え
る
。「
日
本 

に
欠
け
て
い
る
の
は

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
教
育
」

と
い
う
北
村
さ
ん
は
、「
予

算
の
中
で
無
難
に
こ
な
す

こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
危

機
感
が
な
い
か
ら
、
交
渉

能
力
も
管
理
能
力
も
育
ち

に
く
い
」
と
指
摘
す
る
。

「
目
的
を
見
失
う
と
本
来

は
手
段
の
は
ず
の
仕
事
が

目
的
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
も
。　

月　

日
か
ら
横

１０

２６

浜
で
行
わ
れ
る
チ
ェ
コ
映

画
祭
。
５
年
前
に
身
銭
を

出
し
合
い
友
人
と
２
人
で

地
道
に
始
め
た
も
の
が
、

大
使
館
な
ど
も
巻
き
込
ん

だ
大
き
な
映
画
祭
に
発
展

し
、
い
ま
も
運
営
に
関
わ

る
。「
一
発
当
て
よ
う
で
は

な
く
、
地
道
な
実
績
の
積

み
重
ね
」が
一
番
の
近
道
。

ど
ん
な
役
割
の
と
き
に
も

発
想
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

監
督
が
誰
と
か
、
主
役
が

誰
だ
か
ら
い
い
映
画
な
ど

と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
な

ら
ず
に
、
自
分
の
感
性
を

磨
い
て
、
自
分
の
感
覚
を

信
じ
て
、
も
っ
と
い
い
映

画
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
と

呼
び
掛
け
る
。

手段を目的にしないでと語る北村眞平さん

の
生
産
に
転
換
し
た
。

　

昭
和　

年
、
流
山
は
県

３７

か
ら
〔
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

地
区
〕
に
指
定
さ
れ
、
新

川
耕
地
の
土
地
改
良
事
業

に
補
助
金
が
出
た
。

　

機
械
化
と
共
同
化
で
農

業
粗
生
産
は
減
退
し
な
い

が
、
農
村
の
労
働
力
が
他

産
業
に
ど
ん
ど
ん
流
れ
る

の
で
、
昭
和　

年
、
県
は

５５

『
新
産
業
構
造
改
善
事

業
』
い
わ
ゆ
る
〔
村
ぐ
る

み
農
業
〕
を
計
画
す
る
。

　

こ
れ
は
農
作
業
の
共
同

化
、施
設
利
用
の
共
同
化
、

販
売
の
共
同
化
を
諮
り
、

専
業
農
家
と
兼
業
農
家
が

同
じ
集
落
で
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
、集
落
の
生
産
を
上

げ
て
い
く
も
の
で
、
こ
れ

が
農
政
の
根
幹
と
な
っ
た
。

　

「
昭
和
時
代
の
千
葉
県

農
政
の
中
で
は
、
一
番
光

っ
た
農
政
だ
と
思
い
ま
す

よ
」
と
、
秋
元
氏
は
村
ぐ

る
み
農
業
を
話
さ
れ
た
。

　
　
　
　

文
／
山
本
文
男

　

中
野
久
木
の
七
五
三
風
景

（
お
祝
い
に
集
ま
っ
た
村
人
た

ち
。左
端
は
秋
元
マ
キ
さ
ん
、右

端
が
秋
元
み
や
さ
ん
。昭
和　
３０

年
代
）

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

映画のモデルメーカー

ボクのアポロが飛んだ

　

県
は
〔
農
業
改
良
課
〕

を
設
置
し
、《
農
業
改
良
普

及
員
》
に
農
村
を
巡
回
さ

せ
、
販
売
可
能
な
園
芸
、

栽
培
可
能
な
新
品
種
の
作

物
を
入
れ
る
指
導
を
し
た
。

《
生
活
改
良
普
及
員
》は
、

農
家
を
回
り
台
所
の
改
善
、

食
生
活
の
改
善
を
諮
り
保

健
衛
生
の
改
善
に
努
め
た
。

　

各
地
方
に
出
張
所
が
あ

り
、
普
及
員
た
ち
は
《
緑

の
自
転
車
》
に
乗
っ
て
、

颯
爽
と
緑
の
野
山
を
駆
け

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　大人のピアノコンサート（メゾピアノ主催）＝９月８日�１３時
～１６時、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料無料□問 小勝�
７１５３－１１９０

　ギター弦の会チャリティコンサート＝９月１５日�１４時～１６時、
柏市民文化会館（柏市）。入場料無料□問 野��７１４３－０６１６
　山田恭弘オカリナコンサート（ダ・カーポ流山主催）＝９月１５
日�１３時～１５時３０分、一茶双樹記念館。入場料１,５００円□問 荒木�
７１５８－１５４１

　流山市民セミナー「遺言書作成」（ＮＰＯ法人老いじたくあん
しんねっと流山研究会主催）＝９月１５日�１０時～１２時、北部公民

館。参加費５００円□問 上平�７１５５－０４７４
　流山市音楽家協会第１３回定期演奏会（市教委後援）＝９月１５日
�１５時３０分～１７時、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料大

人２,０００円、小・中学生１,５００円、幼児５００円□問 里舘�７１５３－
４０８５

　水墨画展（墨舟会主催）＝９月２２日�～２４日�振 ９時～１７時（２２
日は１３時から、２４日は１６時まで）、初石公民館。入場料無料□問 石

井�７１５５－２６１７
　不動産フェア「お困りごと相談」（�千葉県宅地建物取引業協
会東葛支部主催）＝９月２３日�１０時～１５時３０分、柏駅東口サンサ

ン広場（柏市）。参加費無料□問 同支部�７１６３－３１９１
　シニアのための健康と護身術教室（全４回）（少林寺拳法流山
支部主催）＝１０月５日・１２日・１９日・２６日の金曜１０時～１１時３０分、

コミュニティプラザ。参加費無料※運動できる服装、汗拭き、飲

み物を持参□問 石井�７１５４－３７０４
　いも掘り体験（流山市農業青少年クラブ主催）＝１０月１日�～
３１日�※なくなり次第終了。８時３０分～１２時（平日は要予約）、

古間木１４４番地先の畑。１株１５０円（いも２～３個付）、株数制限

なし□問 鈴木�０９０－３４９８－０９２２

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.３６〉

　子どもリズムダンス＝毎週火曜17時10分～18時10分、新川小学

校□問 藤沢�７１５５－７０５１

　着付・弥生会（着付とマナーを学ぶ）＝第１・３水曜（変更の

場合あり）10時～12時、初石公民館□問 福嶋�７１５５－３４５５

　北部カラオケ友の会（発声とカラオケ）＝第２・４月曜13時～

15時、北部公民館□問 千葉�７１５６－０８１０

　陳氏太極拳同好会（陳氏太極拳と気功）＝毎週日曜７時～８時

30分、南流山中央公園□問 石橋�７１５８－５７６４

　美容ストレッチ＆ジャズダンス＝①毎週水曜19時15分～20時45

分、東部公民館または柏新富近隣センター（柏市）②毎週金曜９

時30分～11時、ほっとプラザ下花輪または柏高田近隣センター

（柏市）□問 飯島�７１４３－３４５２

　フラワータイム（生花研究会）（フラワーアレンジメントと華

道）＝①第２・４水曜10時～12時、コミュニティプラザ②第３木

曜10時～14時、思井福祉会館※９月20日10時から思井福祉会館で

見学可□問 本間�７１５５－２３７１

　王将会（将棋）＝毎週火・金曜９時～17時、主に流山福祉会館

□問 楜沢�７１５８－７２７２

　ダンスサークルＳＴＥＰＳ（簡単なバレエストレッチとジャズ

ダンス）＝毎週月曜13時～17時、北部公民館ほか□問 宮下�０８０

－５６７７－４１３５

　美しが丘女声合唱団＝毎週木曜10時～12時30分、流山福祉会館

※随時見学可□問 二居�７１５０－４７４６

　ハーモニカサロン流山（講師によるハーモニカ練習）＝第１・

３月曜13時～17時、向小金福祉会館□問 保坂�７１７２－７８８８

　やさしい健康ヨーガ＝毎月第１・３月曜１０時～１１時３０分、生涯

学習センター□問 長谷川�０９０－２５２５－０２７４

　南流山クラブ（家庭婦人バレーボール）＝毎月第１・3・5土曜

および毎週水曜19時～21時、南流山小学校□問 梶�７１５０－

２８２２

　中・高齢者のストレッチ体操＆筋力強化＝毎週金曜１０時～１１時

３０分、東部公民館□問 染谷�７１４２－００３５

サ ー ク ル
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平成１９年９月１日（土曜日）　　　（　）４

巡
っ
た
。
県
は
、
地
域
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
、

農
村
青
年
の
意
識
改
革
の

拠
点
に
《
青
年
の
家
》
を

補
助
金
で
造
ら
せ
た
。

　

昭
和　

年
代
。第
２
次
、

３０

第
３
次
産
業
が
復
興
し
産

業
構
造
が
高
度
化
し
て
く

る
。
農
村
の
人
口
は
他
産

業
に
流
れ
、
村
は
《
三
ち

ゃ
ん
農
業
》
と
な
る
。
こ

れ
で
は
農
業
は
駄
目
に
な

る
と
い
う
の
で
昭
和　

年
３６

『
農
業
基
本
法
』が
成
立
。

適
地
適
作
と
い
う
形
で
各

地
区
の
特
産
物
作
り
を
推

奨
し
た
。
流
山
で
は
労
働

生
産
性
の
高
い
園
芸
野
菜

昭
和
の
流
山
産
業
史�

（３０）�

村
ぐ
る
み
農
業
の
頃�

　

「
流
山
の
農
業
は
、
戦

前
の
も
の
を
引
き
継
い
で

い
て
、
作
物
は
米
麦
が
中

心
で
そ
の
間
に
サ
ツ
マ
イ

モ
な
ど
芋
類
と
、
大
豆
を

栽
培
し
た
。
大
豆
は
自
家

消
費
の
醤
油
や
味
噌
の
原

料
で
、
甘
藷
は
ア
ル
コ
ー

ル
の
原
料
と
し
て
販
売
し

て
い
ま
し
た
」
と
、
秋
元

大
吉
郎
氏
は
、
戦
後
の
流

山
の
農
業
を
語
り
始
め
た
。

　

終
戦
後
は
、
国
民
が
皆

飢
え
て
い
て
食
料
増
産
が

至
上
命
令
。
そ
れ
と
農
地

解
放
に
よ
る
自
作
農
創
設

で
政
策
と
し
て
は
《
新
農

村
建
設
事
業
》
時
代
。

地
球
温
暖
化
を
防
ご
う

学
生
の
調
査
や
N
P
O
の
講
演
な
ど

遠
慮
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

農
政
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
６

市
展
入
賞
者 

作
品
を
展
示
中

　

第　

回
流
山
市
展
の
主

２８

な
受
賞
作
が
、９
月　

日
ま

２８

で
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
で
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

主
な
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
で
す
。　
　

〈
敬
称
略
〉

　

▽
美
術
家
協
会
賞
＝
収

穫
（
洋
画
・
中
島
友
子
）

▽
市
展
賞
＝
時
（
洋
画
・

菊
池
公
子
）
▽
市
長
賞
＝

小
鳥
の
森
（
西
初
石
）（
洋

画
・
高
橋
貞
夫
）
▽
市
議

会
議
長
賞
＝
板
室
那
珂
川

（
洋
画
・
大
内
遼
一
）
▽

教
育
長
賞
＝
粉
引
壷
（
工

芸
・
梅
澤
知
弘
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

コ
ス
モ
ス
が 

見
頃
で
す　

　

新
川
耕
地
の
コ
ス
モ
ス

が
咲
き
始
め
ま
し
た
。
こ

の
コ
ス
モ
ス
は
、
新
川
耕

地
の
景
観
を
高
め
、
自
然

環
境
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
こ
う
と
、
市
が
N
P

O
さ
と
や
ま（
恵
良
好
敏
理

事
長
）
に
管
理
を
依
頼
し

て
い
る
も
の
。
咲
き
そ
ろ

っ
た
花
を
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
お
楽
し
み
い
た
だ

く
た
め
、
摘
み
取
り
は
ご

　

高
校
生
や
大
学
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
８
月　
１５

日
・　

日
、
流
山
お
お
た

１６

か
の
森
駅
周
辺
や
流
山
セ

ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
周
辺

を
徒
歩
や
自
転
車
で
ま
わ

っ
て
温
度
環
境
の
変
化
な

ど
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行

い
ま
し
た
＝
写
真
。

　

こ
の
調
査
は
、
市
が
江

戸
川
大
学
社
会
学
部
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
学
科
惠
小
百

合
研
究
室
と
森
島
済
研
究

室
と
の
協
働
で
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
ヒ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
現
象
に
よ
る
都

市
部
の
高
温
化
が
問
題
と

な
る
中
、
今
後
、
こ
の
調

査
結
果
を
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
に
反
映
さ
せ
よ
う
と

す
る
も
の
で
、環
境
省
の「
地

域
の
熱
環
境
改
善
構
想
」

適
用
第
１
号
の
認
定
を
受

け
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
市
民
環
境
の
つ

ど
い
「
ス
ト
ッ
プ
！
地
球

温
暖
化
」
が
、
８
月
４
日
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
２
５
０
人
が
温
暖
化

防
止
な
ど
を
考
え
ま
し
た
。

　

気
象
大
学
校
准
教
授
・

藤
田
茂
さ
ん
の
講
演
「
な

る
ほ
ど
・
ザ
・
地
球
温
暖

化
問
題
」
や
映
画
「
不
都

合
な
真
実
」
の
上
映
な
ど

が
行
わ
れ
、
夏
休
み
中
の

小
学
生
を
連
れ
た
親
子
な

ど
が
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ

て
い
ま
し
た
。

　

一
方
、８
月　

日
に
は
、

１９

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
で
第
２
回
市
民
環

境
講
座
「
地
球
温
暖
化
と

市
民
生
活
」が
行
わ
れ
ま
し

た
。当
日
は
、温
暖
化
の
影

響
で
害
虫
が
北
上
し
、熱
帯

地
方
で
マ
ラ
リ
ア
を
媒
介

す
る
怖
い
蚊
が
、
県
内
で

も
発
見
さ
れ
て
い
る
状
況

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
９
月　

日
�　

３０

１３

時　

分
か
ら
生
涯
学
習
セ

３０
ン
タ
ー
で
環
境
と
健
康
フ

ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
す
。
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
国
際
支
援
交
流

協
会
流
山
支
部
（
�
７
１

５
９
―
４
９
５
４
）
が
主

催
す
る
も
の
で
、
江
戸
川

大
学
惠
教
授
の
「
環
境
か

ら
受
け
る
健
康
へ
の
影
響
」

と
題
し
た
講
演
会
な
ど
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
柏
レ
イ
ソ
ル
流
山
ホ

ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー
」が
、８

月　

日
、日
立
柏
グ
ラ
ウ
ン

２５
ド
で
行
わ
れ
抽
選
で
市
民

　

組
が
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

２５
　

ハ
ー
フ
タ
イ
ム
に
は
、

東
深
井
中
学
校
の
生
徒　
６３

人
に
よ
る
勇
壮
な
和
太
鼓

に
合
わ
せ
「
深
中
ソ
ー
ラ

ン
」
が
披
露
さ
れ
ま
し
た

＝
写
真
。
深
中
ソ
ー
ラ
ン

に
は
、
レ
イ
ソ
ル
の
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
・

レ
イ
く
ん
も
参
加
し
、
両

チ
ー
ム
の
サ
ポ
ー
タ
ー
や

選
手
か
ら
大
き
な
拍
手
が

贈
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

流
山
市
少
年
サ
ッ
カ
ー

連
盟
に
所
属
す
る
７
チ
ー

ム
か
ら　

人
の
子
ど
も
た

２１

ち
が
参
加
。
ボ
ー
ル
ボ
ー

イ
と
し
て
ピ
ッ
チ
の
周
り

で
活
躍
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト

で
は
流
山
市
観
光
協
会
特

設
ブ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
、

横
山
選
手
が
銅
メ
ダ
ル

全
国
高
校
総
体
ボ
ク
シ
ン
グ

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

佐
賀
県
で
行
わ
れ
た
全

国
高
等
学
校
総
合
体
育
大

会
の
ボ
ク
シ
ン
グ
・
ラ
イ

ト
ウ
ェ
ル
タ
ー
級
で
銅
メ

ダ
ル
に
輝
い
た
流
山
高
校

３
年
・
横
山
拓
児
選
手
が

８
月
８
日
、
井
崎
市
長
を

訪
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

「
次
は
優
勝
を
目
指
し

ま
す
」
と
語
る
横
山
選
手

は
、
常
盤
松
中
学
校
時
代

は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
、

高
校
で
ボ
ク
シ
ン
グ
を
始

め
ま
し
た
。流
山
高
校
は
、

昭
和　

年
に
ボ
ク
シ
ン
グ

４７

部
を
創
設
し
、
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
数

名
輩
出
し
て
い
る
名
門
校
。

８
月　

日
か
ら
は
同
校
と

１２

公
民
館
の
共
催
で
「
高
校

開
放
さ
わ
や
か
ボ
ク
シ
ン

グ
教
室
」
も
始
ま
り
、
９

月
か
ら
は
園
芸
講
座
も
行

わ
れ
る
な
ど
地
域
に
開
か

れ
た
高
校
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。

深
中
ソ
ー
ラ
ン
を
披
露

レ
イ
ソ
ル
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
デ
ー

先
着
３
０
０
人
に
流
山
市

ふ
る
さ
と
産
品
の
「
利
根

運
河
」
と
「
流
山
木
立
」

が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
当
日
の
対
ジ

ェ
フ
千
葉
戦
は
、
１
対
０

で
レ
イ
ソ
ル
が
接
戦
を
制

し
ま
し
た
。

利根運河�

西深井小�

特別養護老人ホーム�

流山�
工業団地�

料金所�

至野田�

至松戸�

県
道
松
戸
野
田
線�

松
戸
野
田
有
料
道
路�

�

運河駅�

東
武
野
田
線�

病院�

コスモス畑�

賑
や
か
に
神
幸 

祭
と
万
灯
講

　

駒
木
の
諏
訪
神
社
で
８

月　

日
、
神
幸
祭
が
行
わ

２２
れ
ま
し
た
。

　

常
盤
松
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
演
奏
が
披
露
さ
れ
、

お
神
輿
が
繰
り
出
し
、
境

内
に
は
宵
宮
が
並
び
、
賑

や
か
な
中
に
も
お
ご
そ
か

な
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
か
つ
て
は

諏
訪
神
社
と
同
じ
敷
地
内

に
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る

成
顕
寺
の
「
万
灯
講
」
も

行
わ
れ
ま
し
た
。 
纏 
を
振

ま
と
い

り
、
団
扇
太
鼓
を
叩
き
、

万
灯
行
列
が
練
り
歩
き
ま

し
た
。
神
社
近
く
で
は
、

お
神
輿
と
万
灯
行
列
が
す

れ
違
う
一
幕
も
見
ら
れ
ま

し
た
＝
写
真
。

塗
装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

で
新
品
の
よ
う
に　

　

８
月
５
日
、
流
山
塗
装

工
業
会（
村
田
耕
一
会
長
）

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

よ
っ
て
、
八
木
北
小
学
校

の
遊
具
が
き
れ
い
に
塗
り

替
え
ら
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　
　

人
の
塗
装
の
熟
練
者

１１
た
ち
は
、
作
業
の
準
備
を

手
際
よ
く
行
う
と
、
ま
ず

は
遊
具
に
付
着
し
た
さ
び

を
、
ヘ
ラ
な
ど
を
使
っ
て

念
入
り
に
落
と
し
ま
し
た
。

　

さ
び
が
落
ち
る
と
、
さ

び
止
め
の
下
塗
り
作
業
。

休
む
間
も
な
く
ペ
ン
キ
塗

り
の
作
業
と
、
強
い
日
差

し
の
中
、
額
か
ら
流
れ
る

大
粒
の
汗
も
気
に
せ
ず
、

慣
れ
た
手
つ
き
で
黙
々
と

ペ
ン
キ
を
塗
り
続
け
ま
し

た
。ブ
ラ
ン
コ
や
登
り
棒
、

ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ
ム
な
ど
は
、

新
品
の
よ
う
な
輝
き
を
取

り
戻
し
ま
し
た
。
設
立　
25

周
年
を
迎
え
る
同
会
の
塗

装
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、
毎

年
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

記
録
的
な
猛
暑
が
続
く
今
夏
、
市

内
で
は
、
高
校
生
や
大
学
生
、
N
P

O
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
が

「
地
球
温
暖
化
の
防
止
」
に
つ
い
て

調
査
や
講
演
会
、
上
映
会
な
ど
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ
ー

　

日
、リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
周
辺
で

２３

（
多
数
抽
選
）
▽
コ
ー
ス

＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
周

辺
約
４
〜
５
㎞
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
ハ

ガ
キ
に
参
加
者
全
員
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
、
代
表

者
の
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
９
月　

日
（
消
印
有

１０

効
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
５
流
山
市
三
輪
野

山
７
４
４
―
４
流
山
警
察

署
内
流
山
地
区
安
全
運
転

管
理
者
協
議
会
事
務
局
へ

　

□問
 

流
山
警
察
署
内
同
事

務
局
�
７
１
５
８
―
１
１

９
９

　

流
山
地
区
安
全
運
転
管

理
者
協
議
会
で
は
、
秋
の

全
国
交
通
安
全
運
動
に
合

わ
せ
「
交
通
安
全
ウ
オ
ー

ク
ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま

す
。
参
加
賞
の
ほ
か
豪
華

賞
品
も
多
数
。
ぜ
ひ
、
ご

参
加
を
。

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

２３

※
小
雨
決
行
▽
受
付
時
間

＝
８
時　

分
〜
９
時
▽
集

３０

合
場
所
＝
リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

方
３
〜
４
人
で
構
成
し
た

チ
ー
ム
／
１
０
０
チ
ー
ム

（　）　　 第１１４５号５

万
人
の
ひ
ろ
ば

１５

　

絶
体
絶
命
の
危
機
と
地

球
へ
の
生
還
を
描
い
た
映

画「
ア
ポ
ロ　

」。
２
部
門

１３

で
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
を
受
賞

し
た
名
作
だ
。
実
話
を
元

に
し
た
こ
の
映
画

で
、
ア
ポ
ロ　

号
１３

の
模
型
を
製
作
し

た
モ
デ
ル
メ
ー
カ

ー
の
北
村
眞
平
さ

ん
。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
が
主
流
の
特
撮

映
画
も
そ
の
ベ
ー

ス
は
モ
デ
ル
メ
ー

カ
ー
の
精
巧
な
ミ

ニ
チ
ュ
ア
だ
。

「
大
人
に
な
っ
た

ら
ロ
ケ
ッ
ト
を
つ
く
り
た

い
」
と
夢
見
た
プ
ラ
模
型

少
年
は
、
大
学
で
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を
学
び

ハ
リ
ウ
ッ
ド
に
渡
っ
た
。

そ
の
活
躍
は
、「
ボ
ク
の
ア

ポ
ロ
が
飛
ん
だ
日
」
と
し

て
漫
画
に
も
な
っ
た
。 

「
エ
ル
ム
街
の
悪
夢
４
」

の
モ
ン
ス
タ
ー
メ
ー
カ
ー

や
「
ス
タ
ー
シ
ッ
プ
・
ト

ゥ
ル
ー
パ
ー
ズ
」
の
モ
デ

ル
メ
ー
カ
ー
な
ど
数
多
く

の
輝
か
し
い
実
績
を

淡
々
と
語
る
。
日
本

で
は
防
災
啓
発
映
画

も
製
作
し
た
。
防
災

映
画
も「
ア
ポ
ロ　

」
１３

も
、
そ
の
テ
ー
マ
の

ひ
と
つ
は
「
危
機
管

理
」。危
機
の
中
で
最

後
ま
で
諦
め
な
い
不

屈
の
精
神
を
持
つ
人

こ
そ
が
ヒ
ー
ロ
ー
だ

と
訴
え
る
。「
日
本 

に
欠
け
て
い
る
の
は

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
教
育
」

と
い
う
北
村
さ
ん
は
、「
予

算
の
中
で
無
難
に
こ
な
す

こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
危

機
感
が
な
い
か
ら
、
交
渉

能
力
も
管
理
能
力
も
育
ち

に
く
い
」
と
指
摘
す
る
。

「
目
的
を
見
失
う
と
本
来

は
手
段
の
は
ず
の
仕
事
が

目
的
に
な
っ
て
し
ま
う
」

と
も
。　

月　

日
か
ら
横

１０

２６

浜
で
行
わ
れ
る
チ
ェ
コ
映

画
祭
。
５
年
前
に
身
銭
を

出
し
合
い
友
人
と
２
人
で

地
道
に
始
め
た
も
の
が
、

大
使
館
な
ど
も
巻
き
込
ん

だ
大
き
な
映
画
祭
に
発
展

し
、
い
ま
も
運
営
に
関
わ

る
。「
一
発
当
て
よ
う
で
は

な
く
、
地
道
な
実
績
の
積

み
重
ね
」が
一
番
の
近
道
。

ど
ん
な
役
割
の
と
き
に
も

発
想
は
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

監
督
が
誰
と
か
、
主
役
が

誰
だ
か
ら
い
い
映
画
な
ど

と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
な

ら
ず
に
、
自
分
の
感
性
を

磨
い
て
、
自
分
の
感
覚
を

信
じ
て
、
も
っ
と
い
い
映

画
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
と

呼
び
掛
け
る
。

手段を目的にしないでと語る北村眞平さん

の
生
産
に
転
換
し
た
。

　

昭
和　

年
、
流
山
は
県

３７

か
ら
〔
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業

地
区
〕
に
指
定
さ
れ
、
新

川
耕
地
の
土
地
改
良
事
業

に
補
助
金
が
出
た
。

　

機
械
化
と
共
同
化
で
農

業
粗
生
産
は
減
退
し
な
い

が
、
農
村
の
労
働
力
が
他

産
業
に
ど
ん
ど
ん
流
れ
る

の
で
、
昭
和　

年
、
県
は

５５

『
新
産
業
構
造
改
善
事

業
』
い
わ
ゆ
る
〔
村
ぐ
る

み
農
業
〕
を
計
画
す
る
。

　

こ
れ
は
農
作
業
の
共
同

化
、施
設
利
用
の
共
同
化
、

販
売
の
共
同
化
を
諮
り
、

専
業
農
家
と
兼
業
農
家
が

同
じ
集
落
で
力
を
合
わ
せ

な
が
ら
、集
落
の
生
産
を
上

げ
て
い
く
も
の
で
、
こ
れ

が
農
政
の
根
幹
と
な
っ
た
。

　

「
昭
和
時
代
の
千
葉
県

農
政
の
中
で
は
、
一
番
光

っ
た
農
政
だ
と
思
い
ま
す

よ
」
と
、
秋
元
氏
は
村
ぐ

る
み
農
業
を
話
さ
れ
た
。

　
　
　
　

文
／
山
本
文
男

　

中
野
久
木
の
七
五
三
風
景

（
お
祝
い
に
集
ま
っ
た
村
人
た

ち
。左
端
は
秋
元
マ
キ
さ
ん
、右

端
が
秋
元
み
や
さ
ん
。昭
和　
３０

年
代
）

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

お
と
な
り
さ
ん
〈１２〉

映画のモデルメーカー

ボクのアポロが飛んだ

　

県
は
〔
農
業
改
良
課
〕

を
設
置
し
、《
農
業
改
良
普

及
員
》
に
農
村
を
巡
回
さ

せ
、
販
売
可
能
な
園
芸
、

栽
培
可
能
な
新
品
種
の
作

物
を
入
れ
る
指
導
を
し
た
。

《
生
活
改
良
普
及
員
》は
、

農
家
を
回
り
台
所
の
改
善
、

食
生
活
の
改
善
を
諮
り
保

健
衛
生
の
改
善
に
努
め
た
。

　

各
地
方
に
出
張
所
が
あ

り
、
普
及
員
た
ち
は
《
緑

の
自
転
車
》
に
乗
っ
て
、

颯
爽
と
緑
の
野
山
を
駆
け

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

　大人のピアノコンサート（メゾピアノ主催）＝９月８日�１３時
～１６時、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料無料□問 小勝�
７１５３－１１９０

　ギター弦の会チャリティコンサート＝９月１５日�１４時～１６時、
柏市民文化会館（柏市）。入場料無料□問 野��７１４３－０６１６
　山田恭弘オカリナコンサート（ダ・カーポ流山主催）＝９月１５
日�１３時～１５時３０分、一茶双樹記念館。入場料１,５００円□問 荒木�
７１５８－１５４１

　流山市民セミナー「遺言書作成」（ＮＰＯ法人老いじたくあん
しんねっと流山研究会主催）＝９月１５日�１０時～１２時、北部公民

館。参加費５００円□問 上平�７１５５－０４７４
　流山市音楽家協会第１３回定期演奏会（市教委後援）＝９月１５日
�１５時３０分～１７時、さわやかちば県民プラザ（柏市）。入場料大

人２,０００円、小・中学生１,５００円、幼児５００円□問 里舘�７１５３－
４０８５

　水墨画展（墨舟会主催）＝９月２２日�～２４日�振 ９時～１７時（２２
日は１３時から、２４日は１６時まで）、初石公民館。入場料無料□問 石

井�７１５５－２６１７
　不動産フェア「お困りごと相談」（�千葉県宅地建物取引業協
会東葛支部主催）＝９月２３日�１０時～１５時３０分、柏駅東口サンサ

ン広場（柏市）。参加費無料□問 同支部�７１６３－３１９１
　シニアのための健康と護身術教室（全４回）（少林寺拳法流山
支部主催）＝１０月５日・１２日・１９日・２６日の金曜１０時～１１時３０分、

コミュニティプラザ。参加費無料※運動できる服装、汗拭き、飲

み物を持参□問 石井�７１５４－３７０４
　いも掘り体験（流山市農業青少年クラブ主催）＝１０月１日�～
３１日�※なくなり次第終了。８時３０分～１２時（平日は要予約）、

古間木１４４番地先の畑。１株１５０円（いも２～３個付）、株数制限

なし□問 鈴木�０９０－３４９８－０９２２

お
と
な
り
さ
ん

〈Vol.３６〉

　子どもリズムダンス＝毎週火曜17時10分～18時10分、新川小学

校□問 藤沢�７１５５－７０５１

　着付・弥生会（着付とマナーを学ぶ）＝第１・３水曜（変更の

場合あり）10時～12時、初石公民館□問 福嶋�７１５５－３４５５

　北部カラオケ友の会（発声とカラオケ）＝第２・４月曜13時～

15時、北部公民館□問 千葉�７１５６－０８１０

　陳氏太極拳同好会（陳氏太極拳と気功）＝毎週日曜７時～８時

30分、南流山中央公園□問 石橋�７１５８－５７６４

　美容ストレッチ＆ジャズダンス＝①毎週水曜19時15分～20時45

分、東部公民館または柏新富近隣センター（柏市）②毎週金曜９

時30分～11時、ほっとプラザ下花輪または柏高田近隣センター

（柏市）□問 飯島�７１４３－３４５２

　フラワータイム（生花研究会）（フラワーアレンジメントと華

道）＝①第２・４水曜10時～12時、コミュニティプラザ②第３木

曜10時～14時、思井福祉会館※９月20日10時から思井福祉会館で

見学可□問 本間�７１５５－２３７１

　王将会（将棋）＝毎週火・金曜９時～17時、主に流山福祉会館

□問 楜沢�７１５８－７２７２

　ダンスサークルＳＴＥＰＳ（簡単なバレエストレッチとジャズ

ダンス）＝毎週月曜13時～17時、北部公民館ほか□問 宮下�０８０

－５６７７－４１３５

　美しが丘女声合唱団＝毎週木曜10時～12時30分、流山福祉会館

※随時見学可□問 二居�７１５０－４７４６

　ハーモニカサロン流山（講師によるハーモニカ練習）＝第１・

３月曜13時～17時、向小金福祉会館□問 保坂�７１７２－７８８８

　やさしい健康ヨーガ＝毎月第１・３月曜１０時～１１時３０分、生涯

学習センター□問 長谷川�０９０－２５２５－０２７４

　南流山クラブ（家庭婦人バレーボール）＝毎月第１・3・5土曜

および毎週水曜19時～21時、南流山小学校□問 梶�７１５０－

２８２２

　中・高齢者のストレッチ体操＆筋力強化＝毎週金曜１０時～１１時

３０分、東部公民館□問 染谷�７１４２－００３５

サ ー ク ル

イ ベ ン ト
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市民ギャラリー　今月の展示

【四季の花々展　３日�～７日�】

　「巡る秋」をテーマに、流山市

文化協会華道部の作品を展示しま

す。

　□問 �アーテック�７１５４－１４４１

★印のあるものは市主催のものです 

ちちちちちちちちちちちちちちちちばばばばばばばばばばばばばばばば県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民共共共共共共共共共共共共共共共共生生生生生生生生生生生生生生生生セセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーーちば県民共生センター 

女女女女女女女女女女女女女女女女性性性性性性性性性性性性性性性性ののののののののののののののののたたたたたたたたたたたたたたたためめめめめめめめめめめめめめめめのののののののののののののののの面面面面面面面面面面面面面面面面接接接接接接接接接接接接接接接接相相相相相相相相相相相相相相相相談談談談談談談談談談談談談談談談女性のための面接相談
　女性が抱えるさまざまな悩みに、専門の

相談員が応じます。

　東葛飾センター（�７１４０－８６０５）
　ちば県民共生センター（�０４３－２５２
－８０３６）

相談あんない（９月）
　相談日が祝・休日など
の場合は、休みとなりま
す。事前に問い合わせを。
　

＝市民相談室の相談＝ 
 �７　１　５　８－１　６　１　６

 
①法律相談（予約制）
火・木曜（１３：００～１５：４０）
　
②悩みごと相談（予約制）
（人権・行政）
３日・１０日
（１０：００～１５：００）
　
③税務相談（予約制）　
５日（１３：００～１６：３０）
　
④登記相談（予約制）
１２日（１３：００～１５：４０）
　
⑤交通事故相談（予約制）
１８日（１０：００～１５：００）

⑥不動産相談（予約制）
１９日（１３：００～１６：３０）
　 
⑦行政書士相談（予約制）
　※予約は２日前までに
５日（１０：００～１２：００）
２１日（１３：００～１６：００）
　※５日は江戸川台福祉会
館で出張相談

　
⑧外国人相談（予約制）
※予約は１週間前までに
２６日（１３：００～１６：００）
　

＝その他の相談＝

消費生活相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　消費生活センター
□問 同センター�７１５８－
０９９９

子供悩みごと相談　
月～金曜（１０：００～１６：００）
　家庭児童相談室
□問 同相談室�７１５８－４１４４
　

育児相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
　子育て支援センター
ゆうゆう
□問 同センター�７１４４－７９２６
　
子育て電話相談
月～金曜（９：００～１６：００）
土曜（９：００～１１：３０）　
□問 平和台保育所�７１５８－
１４３５／江戸川台保育所�
７１５２－０６４８／向小金保育
所�７１７４－８８５３
　

心配ごと相談
水曜（１０：００～１５：００）
　ケアセンター
□問 社会福祉協議会�７１５９
－４７３５

教育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
※第３水曜を除く
　教育研究企画室
□問 教育相談室�７１５０－
８３９０
　

青少年相談
月～金曜（９：３０～１６：３０）
※第３水曜を除く
　青少年指導センター
□問 同センター相談室�
７１５８－７８３０
　　
療育相談
月～金曜（９：００～１６：００）
　つばさ学園内療育相談室
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４

障害者就労相談
月～金曜、２３日�
（９：００～１７：００）
※平日のみ予約制
　障害者就労支援センター
□問 同センター�７１５５－
６４２１
　

幼児ことばの相談室
月～金曜（９：００～１６：００）
　ケアセンター
□問 療育相談室�７１５４－
４８４４
　

心の相談（予約制）
３日・１０日・２０日
（１３：００～１６：００）
　心の相談室
□問 障害者支援課�７１５０－
６０８１

酒害相談
４日・２８日（１７：００～２１：００）
　江戸川台福祉会館
９日（１３：００～１５：００）
　向小金福祉会館
□問 流山断酒新生会�７１５３
－７４２２

　
年金相談（予約制）
１４日（９：３０～１５：３０）
　市民相談室
※先着１２人
□問 国保年金課�７１５０－
６１１０
　

わが家の耐震相談・無料診断
　月～金曜
　（９：００～１６：００）
　昭和５６年以前建築の木造
住宅対象

　□問 建築住宅課�７１５０－
６０８８
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★
軽
ス
ポ
ー
ツ
用
具
活

用
講
習
会

　

▽
日
時
＝
９
月
８
日
�

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館

▽
対
象
／
定
員
＝
市
民
／

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

３０費
＝
無
料
▽
持
ち
物
＝
体

育
館
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
水
筒
な
ど
▽
申
し
込

み
＝
３
日
か
ら
電
話
で
生

涯
学
習
課
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

★
普
通
救
命
実
技
講
習

会
　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１５

９
時
〜　

時
▽
場
所
＝
北

１２

消
防
署
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の
中
学
生
以
上

の
方
／　

人
（
先
着
順
）

１５

▽
内
容
＝
救
命
の
知
識
と

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

講
座
・
講
演

場
所
＝
東
部
公
民
館
▽
参

加
費
＝
１
回
６
０
０
円

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
ふ

き
ん
、デ
ジ
タ
ル
ば
か
り
、

筆
記
用
具
※
申
込
方
法
な

ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

★
国
際
交
流
サ
ロ
ン 

（
流
山
市
国
際
交
流
協
会

共
催
）

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１９

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１０

１２

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／　

人
（
先
着
順
）

１５

▽
内
容
＝
中
国
出
身
の
講

師
に
よ
る
中
国
の
家
庭
料

理
「
豚
肉
の
湯
葉
巻
き
、

肉
・
卵
ス
ー
プ
な
ど
」の
調

理
実
習
▽
参
加
費
＝
３
０

０
円
（
材
料
代
）
▽
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
ふ
き
ん

２
枚
、
三
角
巾
▽
申
し
込

み
＝　

日
ま
で
に
電
話
で

１２

文
化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
公
民
館
パ
ソ
コ
ン
講

座
　

①
エ
ク
セ
ル
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

２６

・　

日
�
・　

日
�
▽
時

２７

２８

間
＝　

時
〜　

時
▽
場
所

１８

２０

＝
文
化
会
館
▽
対
象
／
定

員
＝
文
字
入
力
が
で
き
る

方
／　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

▽
参
加
費
＝
２
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　

②
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝　

月
３
日
�

１０

・
４
日
�
・
５
日
�
▽
時

間
＝　

時　

分
〜　

時　

１３

３０

１５

３０

分
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽

対
象
／
定
員
＝
パ
ソ
コ
ン

初
心
者
※
１
歳
半
〜
就
学

前
児
の
一
時
保
育
（
要
予

約
）
あ
り
／　

人
（
多
数

２０

抽
選
）
▽
参
加
費
＝
２
０

０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代
等
）

　

【
申
し
込
み
】

　

往
復
ハ
ガ
キ
に
希
望
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
パ
ソ
コ

ン
入
門
講
座
で
一
時
保
育

希
望
の
方
は
子
ど
も
の
名

前
と
年
齢
、
返
信
用
に
宛

名
を
明
記
の
上
、
９
月　
１０

日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２

７
０
―
０
１
７
６
流
山
市

加
１
―　

―
２
文
化
会
館

１６

へ
　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

★
子
ど
も
サ
イ
エ
ン
ス

体
験
講
座
「
万
華
鏡
を
つ

く
っ
て
み
よ
う
」

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２９

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１３

１５

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
内
在
住
の
小
学
生
／　
２０

人
（
先
着
順
）
▽
講
師
＝

高
城
幸
子
さ
ん
（
東
京
理

科
大
学
サ
イ
エ
ン
ス
夢
工

房
講
師
）
ほ
か
▽
参
加
費

＝
３
０
０
円
（
材
料
代
）

▽
持
ち
物
＝
は
さ
み
、
セ

ロ
テ
ー
プ
▽
申
し
込
み
＝

１
日
９
時
か
ら
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス（
講
座
名
、

氏
名
、
学
校
名
、
学
年
、

電
話
番
号
を
明
記
）
で
文

化
会
館
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２
／
�
７
１

５
８
―
３
４
４
２

　

★
健
康
ぞ
う
り
づ
く
り

　

▽
日
時
＝　

月
１
日
�

１０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１０

１６

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／　

人
（
多
数
抽
選
）

２０

▽
参
加
費
＝
３
０
０
円 

（
材
料
代
）
▽
持
ち
物
＝

古
バ
ス
タ
オ
ル
、は
さ
み
、

昼
食
▽
申
し
込
み
＝
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、
開
催

日
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
、
返
信
用
に
宛
名
を

明
記
の
上
、９
月　

日（
必

１５

着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
４
流
山
市
下
花
輪

１
９
１
リ
サ
イ
ク
ル
推
進

課
へ

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

�
７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

★
女
性
の
た
め
の
再
就

職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
（
全
２

回
）（
�　

世
紀
職
業
財
団

２１

千
葉
事
務
所
共
催
）

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

２６

・　

日
�
▽
時
間
＝　

時

２７

１０

〜　

時
▽
場
所
＝
江
戸
川

１２
台
駅
前
Ｊ
Ａ
ビ
ル
３
階
※

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
▽

対
象
／
定
員
＝
求
職
中
の

女
性
／　

人
（
先
着
順
）

３０

▽
テ
ー
マ
／
講
師
＝
①「
再

就
職　

今
こ
そ　

再
チ
ャ

レ
ン
ジ
」
／
相
良
忠
義
さ

ん
（
キ
ャ
リ
ア　

カ
ウ
ン

セ
ラ
ー
）
②
「
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ナ
ー
の
基
礎
」
／
若
林

美
也
子
さ
ん
（
キ
ャ
リ
ア

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）
▽
参
加

費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

３
日
か
ら
電
話
ま
た
は
フ

ァ
ッ
ク
ス
（
講
座
名
、
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

一
時
保
育
（
１
歳
半
〜
就

学
前
児
・
要
予
約
）
を
希

望
の
方
は
子
ど
も
の
名
前

と
年
齢
を
明
記
）
で
企
画

政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

へ
　

※
雇
用
保
険
の
求
職
活

動
に
認
め
ら
れ
ま
す
。
両

日
の
午
後
、
再
就
職
相
談

も
あ
り
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共

同
参
画
室
�
７
１
５
０
―

６
０
６
４
／
�
７
１
５
０

―
０
１
１
１

　

お
は
な
し
会
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
講
座
（
流
山
市
子
ど

も
の
読
書
推
進
の
会
主 

催
）

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１９

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１０

１１

３０

＝
中
央
図
書
館
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
で
、
学

校
や
児
童
館
な
ど
で
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
を
行
っ
て

い
る
方
お
よ
び
子
ど
も
の

本
に
関
心
の
あ
る
方
／　
５０

人
（
先
着
順
）
▽
内
容
＝

①
講
演
「
子
ど
も
は
本
が

好
き
、読
ん
で
も
ら
う
の
、

も
っ
と
好
き
」
②
読
み
聞

か
せ
と
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の

実
演
▽
講
師
＝
有
田
道
子

さ
ん
（
茨
城
県
立
図
書
館

読
み
聞
か
せ
研
修
講
座
講

師
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽

申
し
込
み
＝
１
日
９
時
か

ら
電
話
で
中
央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

メ
デ
ィ
ア
に
と
ら
わ
れ

た
女
と
男
〜
メ
デ
ィ
ア
を

読
み
解
く
力
を
身
に
つ
け

よ
う
〜

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２９

　

時
〜　

時　

分
▽
場
所

１３

１６

１０

＝
さ
わ
や
か
ち
ば
県
民
プ

ラ
ザ（
柏
市
）▽
定
員
＝　
６０

人
（
先
着
順
）
▽
講
師
＝

諸
橋
泰
樹
さ
ん
（
フ
ェ
リ

ス
女
学
院
大
学
教
授
）
▽

参
加
費
＝
無
料
※
申
込
方

法
な
ど
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を

　

□問
 

ち
ば
県
民
共
生
セ
ン

タ
ー
東
葛
飾
セ
ン
タ
ー
�

７
１
４
０
―
８
６
０
２

　

体
に
や
さ
し
い
穀
物
菜

食
料
理
教
室

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
、

２５

　

月
９
日
・　

日
、　

月

１０

２３

１１

６
日
・　

日
、　

月
４
日

２０

１２

の
火
曜
▽
時
間
＝　

時
〜

１２

　

時
▽
場
所
＝
生
涯
学
習

１５セ
ン
タ
ー
▽
定
員
＝
各
回

　

人
（
先
着
順
）
▽
参
加

１０費
＝
１
回
１
０
０
０
円
※

別
途
材
料
代
あ
り
▽
申
し

込
み
＝
１
日
か
ら
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
講
座

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
明
記
）
で
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

�
７
１
５
０
―
７
４
７
４

／
�
７
１
５
９
―
６
６
３

９

細
動
器
）
の
技
術
習
得
▽

参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
１
日
９
時
か
ら
電
話

で
北
消
防
署
へ

　

□問
 

北
消
防
署
�
７
１
５

２
―
０
１
１
９

　

★
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
に
よ
る
学
習
会

（
全
３
回
）

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
	

１１

・　

日
�
、　

月　

日
�
▽

１９

１０

１０

時
間
＝　

時　

分
〜　

時

１３

３０

１５

　

分
▽
場
所
＝
東
部
公
民

３０館
▽
内
容
＝
①
「
環
境
と

生
命
体
」の
ビ
デ
オ
上
映
、

講
義
「
身
体
の
入
れ
替
わ

り
、睡
眠
等
に
つ
い
て
」、 

ミ
ラ
ー
（
食
生
活
分
析
診

断
）用
紙
配
付
②
講
義「
栄

養
素
の
役
割
と
食
品
成
分

の
数
値
を
知
る
」、ミ
ラ
ー

用
紙
回
収
③
ミ
ラ
ー
の
結

果
に
つ
い
て
▽
参
加
費
＝

無
料
（
食
生
活
分
析
料
金

は
流
山
市
国
保
加
入
者
以

外
は
有
料
）
▽
持
ち
物
＝

筆
記
用
具
※
申
込
方
法
な

ど
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１

５
０
―
６
０
７
７

　

★
「
健
康
を
支
え
る
栄

養
学
」
に
よ
る
調
理
実
習

　

▽
期
日
＝
９
月　

日
�

１３

・　

日
�
・　

日
�
・　

日

１４

２６

２７

�
、　

月　

日
�
・　

日
�

１０

１７

１８

▽
時
間
＝　

時
〜　

時
▽

１０

１３
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第１１４５号（　）　　　平成１９年９月１日（土曜日）７

一茶双樹記念館 

「邦楽コンサート」

　▽日時＝９月２９日�１５時～▽場所

＝一茶双樹記念館▽定員＝６０人（先 

着順）▽演目＝「秋の曲」、「尺八本

曲　木枯」、「蓮の恋」、「光のしづく」、

「千の風になって」▽出演＝吉田雅

鳳（箏・三絃・唄）、佐藤雅千盈（箏

・十七絃）、須賀雅楽薫（箏）、山村

雅以山（尺八）▽入場料＝無料▽ 

申し込み＝３日から電話で生涯学習

課へ

　□問 生涯学習課�７　１　５　０－６　１　０　６

　西深井福祉会館は、内外装改修工事のため９月１６日�から１１月１５日�まで臨時休館と
なります。□問 社会福祉課�７１５０－６０７９／西深井福祉会館�７１５４－３１２０

柏健康福祉センター（保健所）の事業〈�７１６７－１２５５〉
受付時間９月の実施日事 業 名

１３：００～１３：３０２７日未熟児等発達・療育相談
１３：００～１４：００１０日（夜間検査あり）ＨＩＶ抗体検査
１４：００～１５：３０１４日女性のための健康相談
１４：００～１６：００１０日・１１日・２５日心の健康相談
１４：００～１６：００３日アルコール悩みごと相談
１４：００～１６：００４日酒　害　教　室
１３：００～１５：００１３日不　妊　相　談

　※相談内容など、詳細は問い合わせを

　休日は、休日診療所をご利用ください。
　▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目１４３３－１）▽診療
科目＝内科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～１１時３０分、１３時～１６時
３０分（午後の診療は１３時３０分から。歯科の受け付けは１１時３０分まで）
※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番制で診療。
当番医は、あらかじめ市消防本部（�７１５８－０１１９）で確認を
　□問 休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

保健あんない（９月）
　転入者などで個人通知が届か
ない場合は、お問い合わせくだ
さい。
　□問 保健センター�７１５４－０３３１
　
ハローベイビー
７日・２１日　保健センター
（１２：３０～１２：５０受付）
１４日　保健センター
（９：４５～１０：００受付）
※妊娠５～８カ月の妊婦とパー
トナー対象。３回で１コース（２
回目からの参加者は要予約）
　
カムカムキッズ（予約制）
２１日　東部公民館
※平成１８年８月～１１月生まれ
の乳児対象。歯と食生活の指
導と試食。母子健康手帳、お
しぼりを持参

もぐもぐ教室（予約制）
２７日　南流山センター
２８日　保健センター
※４～５カ月児の離乳食指導。
母子健康手帳、器、スプーンを
持参
　
育児相談
５日　南流山福祉会館
１０日　保健センター
（９：３０～１０：３０受付）
※母子健康手帳を持参。今月
の保健センターは１歳未満の
乳児対象（その兄姉も相談可）

むし歯予防教室（予約制）
１１日・１９日・２８日　保健センター
※２歳２カ月児対象（２８日は
１・２回参加の幼児対象）。１
歳６カ月児健康診査時に申し
込みを

食事相談（予約制）

月～金曜　保健センター

※生活習慣病などの食事指導

　

成人健康相談（予約制）

月～金曜　保健センター

※生活習慣病など健康に関する相談

　

健康診査

①３カ月児…２５日・２６日

（平成１９年５月生まれの乳児対象）

②１歳６カ月児…１２日・１３日

（平成１８年２月生まれの幼児対象）

③３歳児…３日・４日

（平成１６年６月生まれの幼児対象）

※いずれも保健センター

（１２：４５～１３：４５受付）

　

市
民
公
開
講
座
「
粗
食

の
す
す
め
」
〜
元
気
な
子

ど
も
を
育
て
る
食
生
活
〜

（
流
山
市
歯
科
医
師
会
主

催
）

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２９

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
文

１４

１７

化
会
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／
８
０
０
人
（
先
着

順
）
▽
内
容
＝
小
児
の
食

生
活
指
導
に
つ
い
て
、
幕

内
秀
夫
さ
ん
（
フ
ー
ド
＆

ヘ
ル
ス
研
究
会
代
表
、
管

理
栄
養
士
）、鈴
木
公
子
さ

ん
（
歯
科
医
師
）
が
講
演

▽
入
場
料
＝
無
料
▽
申
し

込
み
＝
公
開
講
座
、住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記

の
上
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
流

山
市
歯
科
医
師
会
（
７
１

５
５
―
３
３
５
５
）
ま
た

は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
７
１

５
５
―
５
９
４
９
）
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
４
―
０
３
３
１

　

和
菓
子
づ
く
り
講
座 

（
流
山
市
ふ
る
さ
と
産
品

協
会
主
催
）

　

▽
日
時
＝　

月　

日
�

１０

２０

　

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

１３セ
ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員

＝
市
民
／　

人
（
多
数
抽

３０

選
）
▽
内
容
＝
秋
の
味
覚 

「
お
芋
」
を
使
っ
た
和
菓

子
づ
く
り
▽
講
師
＝
水
沼

英
夫
さ
ん
（
鰭
ヶ
崎
「
美

し
ま
や
」）、
志
賀
進
一
さ

ん（
江
戸
川
台
西「
藤
屋
」）

▽
参
加
費
＝
１
０
０
０
円

（
材
料
代
）
▽
申
し
込
み

＝
往
復
ハ
ガ
キ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
返
信
用
に
宛
名

を
明
記
の
上
、
９
月　

日
２１

（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７

０
―
０
１
９
２
流
山
市
役

所
商
工
課
内
流
山
市
ふ
る

さ
と
産
品
協
会
へ
※
重
複

申
し
込
み
不
可

　

□問
 

商
工
課
�
７
１
５
０

―
６
０
８
５

�
　

★
市
消
費
生
活
パ
ネ
ル

展
　

▽
期
間
＝
９
月　

日
�

１０

〜　

日
�
▽
時
間
＝
８
時

１４

　

分
〜　

時　

分
▽
場
所

３０

１７

２０

＝
市
役
所
市
民
ギ
ャ
ラ
リ

ー
▽
内
容
＝
投
資
や
未
公

開
株
な
ど
の
金
融
ト
ラ
ブ

ル
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示

▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

　

★
市
内
小
・
中
学
校
科

学
作
品
展

　

▽
期
間
＝
９
月
８
日
�

〜
９
日
�
▽
時
間
＝
９
時

〜　

時
▽
場
所
＝
南
流
山

１７
セ
ン
タ
ー
▽
入
場
料
＝
無

料
　

□問
 

指
導
課
教
育
研
究
企

画
室
�
７
１
５
０
―
８
３

８
８

�
　

★
第　

回
流
山
市
青
少

２３

年
主
張
大
会

　

中
学
生
や
高
校
生
な 

ど
、
青
少
年
が
友
だ
ち
関

係
や
家
族
、
福
祉
な
ど
幅

広
い
テ
ー
マ
で
、
日
ご
ろ

考
え
て
い
る
抱
負
や
意
見

を
発
表
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１４

展　
　

示

大
会
・
試
合

　

時
〜
▽
場
所
＝
文
化
会

１４館
▽
入
場
料
＝
無
料

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

�
　

北
千
葉
広
域
水
道
企
業

団
の
職
員
募
集

　

▽
募
集
職
種
／
人
員
＝

事
務
上
級
、
機
械
上
級
／

い
ず
れ
も
１
人
※
詳
細
は

企
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h  ttp://w
w
w
.kita

       
 
 
     

c  hiba-

     w
ater.or.jp

 
          
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

　

□問
 

北
千
葉
広
域
水
道
企

業
団
総
務
調
整
室
�
０
４

７
―
３
４
５
―
３
２
１
１

　

生
活
支
援
補
助
員
の
募

集
　

▽
勤
務
場
所
＝
障
害
者

支
援
施
設
「
み
ど
り
園
」

（
我
孫
子
市
）
▽
勤
務
内

容
＝
知
的
障
害
を
持
つ
方

の
食
事
の
介
助
な
ど
生
活

全
般
の
支
援
▽
雇
用
期
間

／
募
集
人
員
＝
９
月　

日
１０

〜
※
更
新
あ
り
／
若
干
名

▽
勤
務
時
間
・
休
日
＝
勤

務
割
に
よ
る
週
休
２
日
※

勤
務
時
間
は
応
相
談
▽
時

間
給
＝
９
９
０
円
〜
１
０

資
格
・
求
人

３
０
円
※
交
通
費
別
途
支

給
、夜
勤
は　

％
増
、夏
・

２５

冬
期
末
手
当
あ
り
、
社
会

保
険
完
備
▽
申
し
込
み
＝

履
歴
書
に
必
要
事
項
を
明

記
の
上
、
〒
２
７
０
―
１

１
２
１
我
孫
子
市
中
峠
２

３
１
０
み
ど
り
園
へ
※
面

接
日
時
を
連
絡
し
ま
す

　

□問
 

み
ど
り
園
�
７
１
８

７
―
０
５
１
１

�
　

★
市
内
小
作
地
の
所
有

状
況
の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
９
月
３

日
�
〜　

日
�
（
土
・
日

２８

曜
、
祝
日
を
除
く
）
▽
時

間
＝
８
時　

分
〜　

時　

３０

１７

２０

分
▽
場
所
＝
市
農
業
委
員

会
事
務
局
▽
内
容
＝
農
地

法
に
基
づ
く
、
平
成　

年
１９

８
月
１
日
現
在
の
市
内
小

作
地
の
所
有
状
況
の
縦
覧

　

□問
 

農
業
委
員
会
事
務
局

�
７
１
５
０
―
６
１
０
２

　

★
都
市
計
画
公
園
７
・

５
・
１
号
市
野
谷
の
森
公

園
の
事
業
認
可
関
係
図
書

の
縦
覧

　

▽
縦
覧
期
間
＝
事
業
完

了
の
日
ま
で
（
土
・
日
曜
、

縦　

覧

祝
日
等
を
除
く
）
▽
時
間

＝
８
時　

分
〜　

時　

分

３０

１７

２０

▽
場
所
＝
み
ど
り
の
課
▽

内
容
＝
市
野
谷
の
森
公
園

の
一
部
３.

７
ヘ
ク
タ
ー

ル
を
５
カ
年
で
千
葉
県
が

整
備
す
る

　

□問
 

み
ど
り
の
課
�
７
１

５
０
―
６
０
９
２

�
　

★
流
山
都
市
計
画
事
業

木
地
区
一
体
型
特
定
土
地

区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

用
途
地
域
等
の
変
更
及
び

地
区
計
画
の
決
定
の
説
明

会
　

▽
日
時
＝
９
月
９
日
�

　

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山

１０小
学
校
体
育
館
▽
内
容
＝

木
地
区
に
係
る
用
途
地
域

等
の
変
更
お
よ
び
地
区
計

画
の
決
定
に
つ
い
て

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
流
山
都
市
計
画
事
業

新
市
街
地
地
区
一
体
型
特

定
土
地
区
画
整
理
事
業
区

域
内
の
用
途
地
域
等
の
変

更
及
び
地
区
計
画
の
決
定

の
説
明
会

　

▽
日
時
＝
９
月
９
日
�

　

時
〜
▽
場
所
＝
小
山
小

１５学
校
体
育
館
▽
内
容
＝
新

市
街
地
地
区
に
係
る
用
途

地
域
等
の
変
更
お
よ
び
地

区
計
画
の
決
定
に
つ
い
て

　

□問
 

都
市
計
画
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
７

　

★
赤
ち
ゃ
ん
と
楽
し
む

絵
本
の
紹
介

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
東

１０

１１ そ
の
他

部
公
民
館
▽
対
象
／
定
員

＝
１
歳
半
ま
で
の
乳
幼
児

と
そ
の
保
護
者
、
妊
婦
／

　

組
（
先
着
順
）
▽
参
加

１５費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

１
日
９
時
か
ら
電
話
で
中

央
図
書
館
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
東
部
公
民
館
「
工
事

の
お
知
ら
せ
」

　

東
部
公
民
館
で
は
、
東

側
階
段
の
ス
ロ
ー
プ
改
修

お
よ
び
多
目
的
ト
イ
レ
設

置
の
た
め
、　

月
１
日
�

１１

か
ら
平
成　

年
１
月　

日

２０

３１

�
ま
で
工
事
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
間
、
施
工
内
容
に

よ
り
会
議
室
等
が
使
用
で

き
な
く
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ま

に
は
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　

※
現
在
の
倉
庫
は
廃
止

し
ま
す
の
で
、
備
品
等
を

置
い
て
い
る
団
体
は
事
務

室
ま
で
ご
連
絡
を

　

□問
 

東
部
公
民
館
�
７
１

４
４
―
２
９
８
８

　

公
開
読
書
会
「
読
書
の

楽
し
み
方
（
第
１
回
）
〜

本
を
買
う
・
借
り
る
」（
本

を
読
も
う
・
流
山
の
会
主

催
）

　

▽
日
時
＝
９
月
８
日
�

　

時　

分
〜　

時　

分
▽

１３

３０

１５

３０

場
所
＝
中
央
図
書
館
▽
対

象
／
定
員
＝
市
民
／　

人
４０

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
読

書
を
楽
し
む
た
め
の
本
の

買
い
方
・
借
り
方
に
つ
い

て
の
Ｑ
＆
Ａ
、本
の
朗
読
、

読
書
発
表
▽
参
加
費
＝
無

料
▽
申
し
込
み
＝
当
日
直

接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１

５
９
―
４
６
４
６

　

★
総
合
運
動
公
園
「
野

球
場
」
の
閉
鎖

　
　

月　

日
�
か
ら
平
成

１２

１７

　

年
３
月　

日
�
ま
で
の

２０

３１

間
、
芝
の
養
生
の
た
め
、

総
合
運
動
公
園「
野
球
場
」

を
閉
鎖
し
ま
す
。

　

□問
 

市
民
総
合
体
育
館
�

７
１
５
９
―
１
２
１
２

　

廃
食
油
を
利
用
し
た
石

け
ん
作
り
の
公
開
（
流
山

市
石
け
ん
利
用
推
進
協
議

会
主
催
）

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
	

１８

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
リ

１１

１２

サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ
ラ

ザ
館
▽
入
場
料
＝
無
料
※

自
治
会
、
グ
ル
ー
プ
で
の

石
け
ん
作
り
に
も
応
じ
て

い
ま
す
。
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�

７
１
５
０
―
６
０
７
６

　

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
タ
２

０
０
７

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

３０

　

時
〜　

時
▽
場
所
＝
モ

１０

１５

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所（
柏
市
）

▽
内
容
＝
「
家
族
の
き
ず

な
・
地
域
の
ふ
れ
あ
い
」

を
テ
ー
マ
に
、
流
山
市
や

柏
市
、
松
戸
市
な
ど
各
市

の
生
涯
学
習
展
示
や
各
種

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
▽

入
場
料
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

�
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究

所
�
７
１
７
３
―
３
１
９

１
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平成１９年９月１日（土曜日）　　　（　）８第１１４５号

日　程・催し物会　場

８日�　らくらくクラフト
２９日�　マンカラ大会

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

８日�　みんなで作ろう楽しい工作
１５日�　ドッジボール大会

江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

３日�　ドッジボール大会
２５日	　マンカラ大会

思井児童センター
�７１５９－５６６６

２７日�　歯についてのお話向小金児童センター
�７１７３－９３２０

３日�　ドッジボール大会
２２日�　マンカラ大会

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

３日�　ドッジボール大会
１８日	　トランプスピード大会

野々下児童センター
�７１４５－９５００

８日�　ドッジボール大会
２２日�　プラバン作り

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

１０日�　親子で遊ぼう！！
　　　　（東深井福祉会館）
１４日�　親子体操

子育て支援センターゆうゆう
�７１４４－７９２６

※江戸川台、思井、十太夫、野々下、赤城の各児童セン
ターでは、小学生を対象にした、集団遊びを楽しむ「あ
そびっこクラブ」の参加者を募集します。日程や申し込
み方法など詳細は各児童センターに問い合わせを

��������������������������������
��������������������������������
��������������������������������

乳幼児を持つ方の交流の場（９月）乳幼児を持つ方の交流の場（９月）
　▽期日／内容＝別表のとおり▽時間＝１０時３０分～１２時

児童館・センター９月の催し物

文
化
会
館

【子育てサロン】
　１４日�お月見団子をつくりましょう※先着２０組、電話
で申し込み、参加費１００円
　２１日�絵本の世界へようこそ※先着２０組、参加費無料

【作ってあそぼうサロン】
　２８日�何を作るかはお楽しみ
　※２歳以上対象、先着２０組、電話で申し込み、材料代
１００円

【中央ひだまりサロン】
　４日・１１日・１８日・２５日の火曜
　保育ボランティア「ひだまり」メンバーとの遊びや
おしゃべりなど※参加費無料、申し込み不要

南流山
福祉会
館

【南流山ひだまりサロン】
　２０日�ひだまりサロンと同じ内容です※参加費無料、
申し込み不要

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

医療の現場から
Vol.２7

　「おくすり手帳」
のススメ

流山市薬剤師会

経
験
を
地
域
で
活
か
そ
う

経
験
を
地
域
で
活
か
そ
う

講
演
会
や
情
報
交
換
会
も

講
演
会
や
情
報
交
換
会
も

最
新
の
研
究
を
講
演

最
新
の
研
究
を
講
演

日
、
文
化
会
館
で
公
開
講

　

日
、
文
化
会
館
で
公
開
講
座座

２０２０

協働まちづくり
フォーラム’０７

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

バ
イ
ア
ス
ピ
リ
ン
に
は

血
液
を
固
ま
り
に
く
く
す

る
作
用
が
あ
り
、
そ
の
作

用
が
血
小
板
の
寿
命
と
同

じ
だ
け
持
続
す
る
た
め
、

通
常
、
手
術
予
定
日
の
７

〜　

日（
血
小
板
の
寿
命
）

１０
前
に
は
一
時
的
に
服
用
を

中
止
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
出

血
が
止
ま
り
に
く
く
な
る

危
険
が
あ
る
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
手
術
の
担
当

医
は
そ
の
方
が
バ
イ
ア
ス

ピ
リ
ン
を
服
用
中
で
あ
る

こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
た

め
に
、
服
用
中
止
の
指
示

を
出
す
こ
と
も
な
く
手
術

の
予
定
日
時
を
決
め
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

幸
い
、
手
術
の
予
定
を

耳
に
し
た
、
か
か
り
つ
け

薬
局
の
薬
剤
師
の
指
示 

で
、
手
術
前
に
担
当
医
と

連
絡
を
取
る
こ
と
が
で 

き
、
手
術
は
予
定
通
り
行

わ
れ
た
も
の
の
、
事
な
き

を
得
ま
し
た
。

　

こ
の
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
担
当
医
に
「
お
く
す
り

手
帳
」
を
見
せ
て
さ
え
い

れ
ば
も
っ
と
安
全
に
手
術

を
行
う
こ
と
が
で
き
た
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

「
お
く
す
り
手
帳
」
は

あ
な
た
の
く
す
り
の
カ
ル

テ
で
す
。
安
全
な
医
療
を

受
け
る
た
め
、
ぜ
ひ
薬
局

で
「
お
く
す
り
手
帳
」
を

も
ら
っ
て
、
ご
自
分
が
飲

ん
で
い
る
お
く
す
り
の
記

録
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

文
／
稲
田　

衣
子

　

「
お
く
す
り
手
帳
」
と

は
、
処
方
さ
れ
た
お
く
す

り
の
名
前
や
量
、
回
数
な

ど
を
記
録
す
る
手
帳
の
こ

と
で
す
。

　

こ
の
手
帳
が
あ
れ
ば
、

医
師
や
歯
科
医
師
、
薬
剤

師
に
、
ど
の
薬
を
ど
の
く

ら
い
の
期
間
使
っ
て
い
る

の
か
を
判
断
し
て
も
ら
え

ま
す
。
ま
た
、
同
じ
薬
が

重
な
っ
て
い
な
い
か
、
飲

み
合
わ
せ
の
悪
い
薬
は
な

い
か
等
の
確
認
も
行
っ
て

も
ら
え
ま
す
。

　

出
先
で
急
病
に
な
っ
た

と
き
や
、
い
つ
も
使
用
し

て
い
る
薬
が
な
く
な
っ
た

と
き
、
地
震
な
ど
の
災
害

時
に
も
こ
の
手
帳
が
役
に

立
ち
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
複
数
の
医

療
機
関
を
利
用
す
る
場
合

に
は
、
非
常
に
重
要
な
手

帳
と
な
り
ま
す
。

　

最
近
、
こ
の
手
帳
の
役

割
を
再
認
識
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
バ
イ
ア
ス

ピ
リ
ン
と
い
う
薬
を
服
用

中
の
方
が
骨
折
し
た
時
の

こ
と
で
す
。
手
術
は
か
か

り
つ
け
の
医
療
機
関
で
は

な
く
、
別
の
病
院
で
す
る

　

桜
美
林
大
学
教
授
・
瀬
沼
克

彰
さ
ん

岩
崎
宏
美
ラ
イ
ブ
２
０
０
７

岩
崎
宏
美
ラ
イ
ブ
２
０
０
７

チ
ケ
ッ
ト
残
り
わ
ず
か
、
お
早
め
に

チ
ケ
ッ
ト
残
り
わ
ず
か
、
お
早
め
に

　

市
で
は
、「
わ
く
わ
く
い

き
い
き
！
地
域
で
活
か
せ

る
自
分
探
し
」
を
テ
ー
マ

に
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
’　０７
 

」
を
開
催

し
ま
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
市
民
活

動
が
ま
ち
づ
く
り
の
新
た

な
担
い
手
と
し
て
注
目
を

集
め
る
中
、
自
分
の
経
験

を
地
域
の
活
動
に
活
か
し

た
い
が
何
か
ら
始
め
れ
ば

良
い
か
分
か
ら
な
い
と
い

っ
た
方
々
へ
、
桜
美
林
大

学
教
授
・
瀬
沼
克
彰
さ
ん

が
地
域
で
い
き
い
き
と
活

動
す
る
た
め
の
方
法
を
分

か
り
や
す
く
講
演
し
ま
す
。

　

ま
た
、
す
で
に
市
内
外

で
活
躍
す
る
市
民
団
体
等

の
紹
介
も
行
い
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１５

　

時　

分
〜　

時
▽
場
所

１３

３０

１６

＝
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
▽

対
象
／
定
員
＝
市
民
／
３

　

公
民
館
で
は
、
健
康
都

市
宣
言
を
記
念
し
て
、「
体

と
脳
の
老
化
を
ど
う
防
ぐ

か
〜
そ
の
最
新
情
報
」
を

テ
ー
マ
に
、
ゆ
う
ゆ
う
大

学
公
開
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

０
０
人
（
先
着
順
）
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み

＝
当
日
直
接
会
場
へ
※
一

時
保
育
（
要
申
し
込
み
）

有
り

　

□問
 

市
民
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
�
７
１
５
０
―
４
３

５
５

　

今
回
の
公
開
講
座
で
は
、

講
師
に
東
京
理
科
大
学
名

誉
教
授
・
久
保
田
和
彦
さ

ん
を
招
い
て
、「
血
管
や
脳

の
老
化
を
防
ぐ
方
法
」や
、

「
動
物
実
験
に
お
い
て
唯

一
寿
命
を
延
ば
す
確
か
な

方
法
」、「
高
齢
に
な
る
ほ

ど
補
わ
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
」
な
ど
、
最
新
の

情
報
を
講
演
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

２０

９
時　

分
〜　

時　

分
▽

３０

１１

３０

場
所
＝
文
化
会
館
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
／
８
１
０

人
（
先
着
順
）
▽
参
加
費

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当

日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５

８
―
３
４
６
２

　

９
月　

日
、
流
山
市
民

１６

芸
術
劇
場
（
同
実
行
委
員

会
、市
教
育
委
員
会
共
催
）

で
は
、
歌
手
・
岩
崎
宏
美

館
で
開
催
し
ま
す
。

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
で

も
活
躍
中
の
岩
崎
宏
美
さ

ん
。
そ
の
優
し
く
温
か
い

透
明
感
あ
ふ
れ
る
歌
声
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
９
月　

日
�

１６

　

時
（
開
演
）
〜
▽
場
所

１７＝
文
化
会
館

　

【
チ
ケ
ッ
ト
販
売
】

　

▽
販
売
場
所
＝
文
化
会

館
、
各
公
民
館
、
南
流
山

セ
ン
タ
ー
（
い
ず
れ
も
９

健康都市宣言

さ
ん
に
よ
る
公
演
「
岩
崎

宏
美
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
２
０
０
７

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ
＋
」
を
文
化
会

時
〜　

時　

分
）
▽
チ
ケ

１６

３０

ッ
ト
料
＝
４
５
０
０
円 

（
全
席
指
定
、
売
り
切
れ

次
第
終
了
）

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１

５
０
―
６
１
０
６

　

岩
崎
宏
美
さ
ん

　□問 文化会館�７１５８－３４６２

第５３回文化祭　第５３回文化祭
１０月１４日から市内各会場で１０月１４日から市内各会場で　

　市民の芸術・文化活動の集大成となる「文化祭」が１０月
１４日から１１月１８日まで文化会館をはじめ、南流山センタ
ー、初石公民館、生涯学習センター、流山福祉会館を会
場に開催されます（別表参照）。
　詩吟や歌謡などの芸能発表、盆栽や写真などの作品展
示のほか、各種行事が行われます。また、経験のない方
でも気軽に相談いただける「相談コーナー」を設けた発表
もあります。日ごろの活動の成果を、ぜひ、ご覧ください。
　なお、駐車場に限りがありますので、来場の際は、公
共交通機関をご利用ください。
　□問 生涯学習課�７１５０－６１０６
【芸能発表】

場　所時　間期　日内　容

文化会館
（大ホール）

１２：００～１７：００１０月１４日�詩　吟

１０：００～１７：００１０月２１日�歌　謡

１４：００～１６：００１０月２８日�洋　舞

南流山センター１３：００～１６：３０１０月２８日�ダンス

文化会館
（大ホール）

１４：００～１６：００１１月３日
音　楽

１１：３０～１６：３０１１月４日�邦楽三曲

１０：００～１７：００１１月１１日�舞　踊

１３：００～１６：３０１１月１７日�コーラス

９：００～１７：００１１月１８日�民　謡

【作品展】

場　所時　間期　間内　容

文化会館９：３０～１６：００１１月１日�
～１１月４日�

盆　栽

写　真

華　道

手工芸

文化会館
（駐車場広場）

９：３０～１６：００
※１日は１３時
から、６日
は１２時まで

１１月１日�
～１１月６日	菊　花

生涯学習センター９：３０～１６：００１１月１日�
～１１月４日�

絵画・工芸

書　道

【各種行事】

場　所時　間期　日内　容

南流山センター１３：００～１６：３０１０月２１日�映　写

初石公民館１２：３０～１７：００１０月２８日�短　歌

生涯学習センター１２：００～１７：００１１月４日�俳　句

流山福祉会館１０：００～１７：００１１月４日�将　棋

文化会館９：３０～１７：００１１月１１日�囲　碁

初石公民館１０：００～１５：００１１月１１日�茶　道
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